
計画の区分： 学部の学科の設置

平成３０年５月１日現在

[平成29年度設置］

　　　　　　　　　　　　　　　注１

昭和音楽大学　音楽学部　音楽芸術表現学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

学校法人　東成学園

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　044-953-1311

　作成担当者

　　担当部局（課）名　企画広報部企画･IR推進室

　　　職名・氏名　　課長
カチョウ

・森川
モリカワ

　陽一郎
ヨウイチロウ

　　　電話番号　　044-953-6606

　　　（夜間）　　044-953-6606

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　ｅ－mail　　morikawa@tosei-showa-
                  music.ac.jp

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：私140
注３



＜音楽芸術表現学科＞

３．施設・設備の整備状況、経費　・・・・・・・・・・・・・・・・・・　  32

目次

音楽学部

ページ

１．調査対象大学等の概要等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

２．授業科目の概要　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５

４．ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況　・・・・・・・・・・・・・・・　  34

５．教員組織の状況　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　  35

６．留意事項等に対する履行状況等　・・・・・・・・・・・・・・・・・　  86

７．その他全般的事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　  89



設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ シモヤカワ　キョウスケ ）

下八川　共祐

（昭和５５年３月）

（ ヤナセ　ススム ）

簗瀬　進

（平成２８年４月）

（ クロダ　タカシ ）

黒田　隆

（平成２４年４月）

（３） 大学の位置

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成３０年度に報告する内容　→（30）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成２９年度に報告済の内容　→（29）

　　　　記入してください。

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

理 事 長

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人東成学園

（４） 管理運営組織

　　　　昭和音楽大学

　　　　神奈川県川崎市麻生区上麻生１－１１－１

　　　（〒２１５－０００４）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　　（神奈川県川崎市麻生区万福寺１－１６－６）

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　ください。

（２） 大　学　名

　　　〒２１５－８５５８
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２７年度開設の４年制の学科の場合（平成３０年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　

音楽学部

音楽芸術表現学科

　学士（音楽）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

240 261

(-) (　－　) (　－　) (　－　) (　　) (　　) (　　) (　　)

[4] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

240 259

(-) (　－　) (　－　) (　－　) (　　) (　　) (　　) (　　)

[4] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

211 239

(-) (　－　) (　－　) (　－　) (　　) (　　) (　　) (　　)

[4] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

173 185

(-) (　－　) (　－　) (　－　) (　　) (　　) (　　) (　　)

[4] [ － ] [ 5 ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

調査対象学部等の
名称（学位）

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　人

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

音楽関係

　年 人 人年次

4 175 35　人 770

3年次

平均入学定員
超 過 率

0.98 1.05

(　　　)

[ 　0　 ] [ 　0　 ] [ 　　 ] [ 　　 ]

(　－　)

備　　考

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.01倍

175 175
(　－　) (　　　)

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

173 － 185 －

[ 4 ] [－] [ 5 ] [－] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

( － ) （ － ） （ － ） （ － ） （　　） （　　） （　　） （　　）

164 －

[ 2 ] [－] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ － ） （ － ） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　]

（　　）（　　）

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際，備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

平成３２年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２９年度 平成３０年度

１年次

２年次

３年次

４年次

計

173 349

[　4　] [ 7 ] [　　　　 ] [　　　　 ]

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

(  －  ) （ － ） （ － ）

備　　　　　考
平成３１年度

（ － ）

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

入学した年度

173 人 9 人 平成２９年度 9 人 2 人

・学生個人の心身に関する事情（3人）
・家庭の事情（1人）
・他の教育機関への入学・転学（2人） 
・その他（3人）

平成２９年度 0 人 0 人

平成３０年度 0 人 0 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成２９年度 人 人

平成３０年度 人 人

平成３１年度 人 人

平成３２年度 人 人

522 人 9 人

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２９年度】

平成２９年度の退学者数（ａ） 9
平成２９年度の在学者数（ｂ） 173

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 349

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

5.2 ％

0 ％

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の在学者数については，該当年度に在学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　内訳については，退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　　　ありません。）

=

=

=

=

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　在学者数や退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

主な退学理由

　　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２９年度

平成３０年度

退学者数

在学者数（b） 退学者数（a）
内訳

人0人349

（注）・　数字は，平成３０年５月１日現在の数字を記入してください。　

合　　計

人平成３１年度

人平成３２年度 人

人
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２　授業科目の概要

＜音楽学部　音楽芸術表現学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【平成３０年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

基礎ゼミ 1通 2 4 10 1 2 兼24 基礎ゼミ 1通 2 4 12 3 1 0 兼20

哲学 1前 2 兼1 哲学 1前 2 兼1

文学 1後 2 兼1 文学 1後 2 兼1

西洋文化史Ⅰ 1前 2 1 1 西洋文化史Ⅰ 1前 2 1 0

西洋文化史Ⅱ 1後 2 1 1 西洋文化史Ⅱ 1後 2 1 0

日本文化史Ⅰ 1前 2 兼1 日本文化史Ⅰ 1前 2 兼1

日本文化史Ⅱ 1後 2 兼1 日本文化史Ⅱ 1後 2 兼1

美術史Ⅰ 1前 2 兼1 美術史Ⅰ 1前 2 兼1

美術史Ⅱ 1後 2 兼1 美術史Ⅱ 1後 2 兼1

心理学 1前 2 兼1 心理学 1前 2 兼1

心の健康 1後 2 兼1 心の健康 1後 2 兼1

教育心理学 2前 2 兼1 教育心理学 2前 2 兼1

日本国憲法 1前・後 2 1 日本国憲法 1前・後 2 1

経済学 1後 2 兼1 経済学 1後 2 兼1

生活と経済 1前 2 兼1 生活と経済 1前 2 兼1

生涯学習概論Ⅰ 1前 2 兼1 生涯学習概論Ⅰ 1前 2 兼1

ボランティア論 1前 2 兼1 ボランティア論 1前 2 兼1

演奏とからだⅠ 1前 2 兼1 演奏とからだⅠ 1前 2 兼1

演奏とからだⅡ 1後 2 1 兼7 演奏とからだⅡ 1後 2 1 兼6

音響学 1前 2 兼1 音響学 1前 2 兼1

情報機器演習（基礎） 1前・後 2 兼3 情報機器演習（基礎） 1前・後 2 兼2

情報機器演習（応用）Ⅰ 1前・後 2 兼3 情報機器演習（応用）Ⅰ 1前・後 2 兼1

情報機器演習（応用）Ⅱ 1前・後 2 兼3 情報機器演習（応用）Ⅱ 1前・後 2 兼1

博物館概論 1前 2 兼1 博物館概論 1前 2 兼1

図書館概論 1前 2 兼1 図書館概論 1前 2 兼1

キャリアデザイン 2前 1 兼3 キャリアデザイン 2前 1 兼3

芸術特別研究Ⅰ 1通 1 1 3 2 兼12 芸術特別研究Ⅰ 1通 1 2 4 2 1 0 兼10

芸術特別研究Ⅱ 2通 1 1 3 2 兼12 芸術特別研究Ⅱ 2通 1 2 4 2 1 0 兼10

音楽活動研究① 1通 1 1 兼2 音楽活動研究① 1通 1 3 1 兼5

音楽活動研究② 2通 1 1 兼2 音楽活動研究② 2通 1 3 1 兼5

音楽活動研究③ 3通 1 1 兼2 音楽活動研究③ 3通 1 3 1 兼5

音楽活動研究④ 4通 1 1 兼2 音楽活動研究④ 4通 1 3 1 兼5

体育理論 1前・後 2 兼1 体育理論 1前・後 2 兼1

体育実技 1前・後 1 兼2 体育実技 1前・後 1 兼3

基礎日本語Ⅰ 1前・後 4 1 兼2

基礎日本語Ⅱ 1前・後 1 兼1

初級日本語Ⅰ 1前・後 4 1 兼2

初級日本語Ⅱ 1前・後 1 兼1

中級日本語Ⅰ 1前 3 1 兼1

中級日本語Ⅱ 1前 1 1

中級日本語Ⅲ 1前 1 1

中級日本語Ⅳ 1後 3 1 兼2
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中級日本語Ⅴ 1後 1 兼1

中級日本語Ⅵ 1後 1 1

中級日本語演習 1前・後 1 1

上級日本語Ⅰ 1前・後 1 1

上級日本語Ⅱ 1前・後 1 1

基礎英語Ⅰ 1通 2 1 兼10 基礎英語Ⅰ 1通 2 1 兼0

基礎英語Ⅱ 1通 2 1 兼10 基礎英語Ⅱ 1通 2 0 兼1

初級英語Ⅰ 1通 2 1 兼10 初級英語Ⅰ 1通 2 0 兼2

初級英語Ⅱ 1通 2 1 兼10 初級英語Ⅱ 1通 2 0 兼1

初級英語Ⅲ 1通 2 1 兼10 初級英語Ⅲ 1通 2 0 兼2

初級英語Ⅳ 1通 2 1 兼10 初級英語Ⅳ 1通 2 1 兼0

初級英語Ⅴ 1通 2 1 兼10 初級英語Ⅴ 1通 2 0 兼2

中級英語Ⅰ 1通 2 1 兼10 中級英語Ⅰ 1通 2 0 兼2

中級英語Ⅱ 1通 2 1 兼10 中級英語Ⅱ 1通 2 1 兼1

中級英語Ⅲ 1通 2 1 兼10 中級英語Ⅲ 1通 2 0 兼1

中級英語Ⅳ 1通 2 1 兼10 中級英語Ⅳ 1通 2 0 兼2

中級英語Ⅴ 1通 2 1 兼10 中級英語Ⅴ 1通 2 0 兼2

上級英語Ⅰ 1通 2 1 兼10 上級英語Ⅰ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅱ 1通 2 1 兼10 上級英語Ⅱ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅲ 1通 2 1 兼10 上級英語Ⅲ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅳ 1通 2 1 兼10 上級英語Ⅳ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅴ 1通 2 1 兼10 上級英語Ⅴ 1通 2 0 兼1

基礎ドイツ語 1通 4 兼2 基礎ドイツ語 1通 4 兼4

初級ドイツ語 2通 4 兼2 初級ドイツ語 2通 4 兼4

中級ドイツ語Ⅰ 3通 2 兼2 中級ドイツ語Ⅰ 3通 2 兼1

中級ドイツ語Ⅱ 3通 2 兼2 中級ドイツ語Ⅱ 3通 2 兼1

上級ドイツ語 4通 2 兼2 上級ドイツ語 4通 2 兼1

基礎イタリア語 1通 4 1 兼4 基礎イタリア語 1通 4 1 兼3

初級イタリア語 2通 4 1 兼4 初級イタリア語 2通 4 0 兼3

中級イタリア語Ⅰ 3通 2 1 兼4 中級イタリア語Ⅰ 3通 2 0 兼1

中級イタリア語Ⅱ 3通 2 1 兼4 中級イタリア語Ⅱ 3通 2 0 兼1

上級イタリア語 4通 2 1 兼4 上級イタリア語 4通 2 0 兼1

基礎フランス語 1通 4 兼3 基礎フランス語 1通 4 兼2

初級フランス語 2通 4 兼3 初級フランス語 2通 4 兼2

中級フランス語 3通 2 兼3 中級フランス語 3通 2 兼1

上級フランス語 4通 2 兼3 上級フランス語 4通 2 兼1

作曲・エレクトロニクス実技① 1通 6 2 2 兼3 作曲・エレクトロニクス実技① 1通 6 1 1 兼2

作曲・エレクトロニクス実技② 2通 6 2 2 兼3 作曲・エレクトロニクス実技② 2通 6 1 1 兼1

作曲・エレクトロニクス実技③ 3通 6 2 2 兼3 作曲・エレクトロニクス実技③ 3通 6 1 1 兼1

作曲・エレクトロニクス実技④ 4通 6 2 2 兼3 作曲・エレクトロニクス実技④ 4通 6 1 1 兼1

サウンドプロデュース① 1通 4 1 兼3 サウンドプロデュース① 1通 4 0 兼1

サウンドプロデュース② 2通 4 1 兼3 サウンドプロデュース② 2通 4 0 兼1

サウンドプロデュース③ 3通 4 1 兼3 サウンドプロデュース③ 3通 4 0 兼1

サウンドプロデュース④ 4通 4 1 兼3 サウンドプロデュース④ 4通 4 1 兼1

指揮実技① 1通 6 兼3 指揮実技① 1通 6 兼1

指揮実技② 2通 6 兼3 指揮実技② 2通 6 兼1
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指揮実技③ 3通 6 兼3 指揮実技③ 3通 6 兼1

指揮実技④ 4通 6 兼3 指揮実技④ 4通 6 兼1

作曲Ⅱ① 1・3通 2 1 2 兼1 作曲Ⅱ① 1・3通 2 1 1 兼1

作曲Ⅱ② 2・4通 2 1 2 兼1 作曲Ⅱ② 2・4通 2 0 1 兼1

作曲Ⅱ③ 3通 2 1 2 兼1 作曲Ⅱ③ 3通 2 0 1 兼1

作曲Ⅱ④ 4通 2 1 2 兼1 作曲Ⅱ④ 4通 2 0 1 兼1

指揮演習① 1・3通 2 6 1 1 兼5 指揮演習① 1・3通 2 5 1 0 兼2

指揮演習② 2・4通 2 6 1 1 兼5 指揮演習② 2・4通 2 5 1 0 兼2

指揮演習③ 3通 2 6 1 1 兼5 指揮演習③ 3通 2 5 1 0 兼2

指揮演習④ 4通 2 6 1 1 兼5 指揮演習④ 4通 2 5 1 0 兼2

スコアリーディングⅠ① 1通 2 1 スコアリーディングⅠ① 1通 2 0 兼1

スコアリーディングⅠ② 2通 2 兼1 スコアリーディングⅠ② 2通 2 兼1

スコアリーディングⅡ 3通 2 兼1 スコアリーディングⅡ 3通 2 兼1

対位法 3通 2 1 対位法 3通 2 1

ミュージックセオリー（初級） 1通 2 1 ミュージックセオリー（初級） 1通 2 1

ミュージックセオリー（中級） 1通 2 1 ミュージックセオリー（中級） 1通 2 0 兼1

ミュージックセオリー（上級） 1通 2 1 ミュージックセオリー（上級） 1通 2 1

オーケストレーション 3通 4 1 オーケストレーション 3通 4 1 0

作曲・編曲法Ⅰ 3通 2 兼2 作曲・編曲法Ⅰ 3通 2 兼2

作曲・編曲法Ⅱ 3・4通 2 1 兼1 作曲・編曲法Ⅱ 3・4通 2 0 兼1

コンピュータ音楽概論 1・2通 4 1 兼1 コンピュータ音楽概論 1・2通 4 1 兼2

デジタルミュージック概論 2前 2 1 デジタルミュージック概論 2前 2 0 兼1

ポピュラー音楽概論 1・2通 4 兼1 ポピュラー音楽概論 1・2通 4 兼1

映像の音楽 2前 2 兼1 映像の音楽 2前 2 兼1

サウンドデザイン演習 2通 2 1 サウンドデザイン演習 2通 2 0 兼1

グラフィックデザイン演習 3通 2 兼1 グラフィックデザイン演習 3通 2 兼1

音楽プログラミング演習 3通 2 兼1 音楽プログラミング演習 3通 2 兼1

映像制作演習 4通 2 兼1 映像制作演習 4通 2 兼1

音楽プロデュース論 3通 4 兼1 音楽プロデュース論 3通 4 兼1

スタジオワークス① 3・4通 4 兼1 スタジオワークス① 3・4通 4 兼1

スタジオワークス② 4通 4 兼1 スタジオワークス② 4通 4 兼1

ソングライティング演習① 1通 2 兼1 ソングライティング演習① 1通 2 兼2

ソングライティング演習② 2通 2 兼3 ソングライティング演習② 2通 2 兼3

PA演習 2後 2 1 PA演習 2前・後 2 0 兼1

録音制作Ⅰ 1・2前 2 兼1 録音制作Ⅰ 1・2前 2 兼1

録音制作Ⅱ 1・2後 2 兼1 録音制作Ⅱ 1・2後 2 兼1

録音制作Ⅲ
2前・後
3前・後 2 兼1 録音制作Ⅲ

2前・後
3前・後 2 兼1

ピアノ実技Ⅰ① 1通 9 4 1 兼65 ピアノ実技Ⅰ① 1通 9 1 0 1 兼9

ピアノ実技Ⅰ② 2通 9 4 1 兼65 ピアノ実技Ⅰ② 2通 9 3 1 1 兼8

ピアノ実技Ⅰ③ 3通 9 4 1 兼65 ピアノ実技Ⅰ③ 3通 9 3 1 1 兼8

ピアノ実技Ⅰ④ 4通 9 4 1 兼65 ピアノ実技Ⅰ④ 4通 9 3 1 1 兼8

ピアノ実技Ⅱ① 1通 6 1 兼3 ピアノ実技Ⅱ① 1通 6 1 兼0

ピアノ実技Ⅱ② 2通 6 1 兼3 ピアノ実技Ⅱ② 2通 6 1 兼0

ピアノ実技Ⅱ③ 3通 6 1 兼3 ピアノ実技Ⅱ③ 3通 6 1 兼0

ピアノ実技Ⅱ④ 4通 6 1 兼3 ピアノ実技Ⅱ④ 4通 6 1 兼0

ピアノⅠ① 1通 6 4 1 兼65 ピアノⅠ① 1通 6 2 2 1 兼6

専
門
科
目

専
門
科
目
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ピアノⅠ② 2通 6 4 1 兼65 ピアノⅠ② 2通 6 4 1 0 兼5

ピアノⅠ③ 3通 6 4 1 兼65 ピアノⅠ③ 3通 6 4 1 0 兼5

ピアノⅠ④ 4通 6 4 1 兼65 ピアノⅠ④ 4通 6 4 1 0 兼5

ピアノ① 1通 4 4 1 兼65 ピアノ① 1通 4 0 1 0 兼4

ピアノ② 2通 4 4 1 兼65 ピアノ② 2通 4 0 0 1 兼1

ピアノ③ 3通 4 4 1 兼65 ピアノ③ 3通 4 0 0 1 兼1

ピアノ④ 4通 4 4 1 兼65 ピアノ④ 4通 4 0 0 1 兼1

ピアノⅡ① 1通 2 4 1 兼65 ピアノⅡ① 1通 2 0 1 1 兼60

ピアノⅡ② 2通 2 4 1 兼65 ピアノⅡ② 2通 2 0 1 1 兼60

ピアノⅡ③ 3通 2 4 1 兼65 ピアノⅡ③ 3通 2 0 1 1 兼60

ピアノⅡ④ 4通 2 4 1 兼65 ピアノⅡ④ 4通 2 0 1 1 兼60

ピアノアンサンブル① 1通 2 1 兼1 ピアノアンサンブル① 1通 2 1 兼1

ピアノアンサンブル② 2通 2 1 兼1 ピアノアンサンブル② 2通 2 1 兼1

ピアノアンサンブル③ 3通 2 3 1 兼12 ピアノアンサンブル③ 3通 2 3 1 1 兼18

ピアノアンサンブル④ 4通 2 3 1 兼12 ピアノアンサンブル④ 4通 2 3 1 1 兼18

アンサンブルⅠ① 1通 2 兼1 アンサンブルⅠ① 1通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅠ② 2通 2 兼1 アンサンブルⅠ② 2通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅠ③ 3通 2 兼1 アンサンブルⅠ③ 3通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅠ④ 4通 2 兼1 アンサンブルⅠ④ 4通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅡ① 1通 2 兼1 アンサンブルⅡ① 1通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅡ② 2通 2 兼1 アンサンブルⅡ② 2通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅡ③ 3通 2 兼1 アンサンブルⅡ③ 3通 2 1 1 1 兼1

アンサンブルⅡ④ 4通 2 兼1 アンサンブルⅡ④ 4通 2 1 1 1 兼1

伴奏実習基礎 1通 2 兼1
門
科

伴奏実習基礎 1通 2 兼1

伴奏実習① 2通 1 2 兼1 伴奏実習① 2通 1 2 1 兼5

伴奏実習② 3通 1 2 兼1 伴奏実習② 3通 1 2 1 兼5

伴奏実習③ 4通 1 2 兼1 伴奏実習③ 4通 1 2 1 兼5

伴奏法Ⅰ① 1通 2 兼1 伴奏法Ⅰ① 1通 2 兼1

伴奏法Ⅰ② 2通 2 兼1 伴奏法Ⅰ② 2通 2 兼1

伴奏法Ⅱ 3通 2 兼5 伴奏法Ⅱ 3通 2 兼2

演奏会実習 3・4通 2 9 2 1 兼65 演奏会実習 3・4通 2 6 2 1 1 兼3

演奏会実習Ⅰ 1通 4 兼1 演奏会実習Ⅰ 1通 4 1 1 1 兼0

演奏会実習Ⅰ① 2通 2 5 1 1 1 兼2 演奏会実習Ⅰ① 2通 2 6 2 1 0 兼2

演奏会実習Ⅰ② 4通 2 5 1 1 1 兼2 演奏会実習Ⅰ② 4通 2 6 2 1 0 兼2

演奏会実習Ⅱ① 1通 4 5 1 1 1 兼3 演奏会実習Ⅱ① 1通 4 7 3 1 1 0 兼2

演奏会実習Ⅱ② 2通 4 5 1 1 1 兼3 演奏会実習Ⅱ② 2通 4 7 3 1 1 0 兼2

演奏会実習Ⅱ③ 3通 4 5 1 1 1 兼3 演奏会実習Ⅱ③ 3通 4 7 3 1 1 0 兼2

演奏会実習Ⅱ④ 4通 4 5 1 1 1 兼3 演奏会実習Ⅱ④ 4通 4 1 1 0 1 0 兼0

演奏会実習Ⅲ 1通 4 兼1 演奏会実習Ⅲ 1通 4 1 1 0 1 0 兼0

演奏分析 1通 2 兼1 演奏分析 1通 2 1 1 0 1 0 兼0

演奏解釈 2通 4 3 2 兼3 演奏解釈 2通 4 4 3 1 兼4

メディア創作演習① 1通 2 兼1 メディア創作演習① 1通 2 兼1

メディア創作演習② 2通 2 兼1 メディア創作演習② 2通 2 兼1

メディア創作演習③ 3通 2 兼1 メディア創作演習③ 3通 2 兼1

メディア創作演習④ 4通 2 兼1 メディア創作演習④ 4通 2 兼1

インターンシップ 4通 2 1 兼1 インターンシップ 4通 2 1 1 兼0

専
門
科
目
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指導教材研究 3前・後 2 兼2 指導教材研究 3後 2 兼1

指導者基礎Ⅰ 1通 2 兼1 指導者基礎Ⅰ 1通 2 兼1

指導者基礎Ⅱ 2通 2 1 兼1 指導者基礎Ⅱ 2通 2 1 兼0

児童心理 2前 2 兼1 児童心理 2前 2 兼1

卒業演奏 4通 4 兼1 卒業演奏 4通 4 1 1 1 兼0

卒業論文 4通 4 3 1 兼3 卒業論文 4通 4 3 2 1 兼1

オルガンⅠ① 1通 6 兼1 オルガンⅠ① 1通 6 兼1

オルガンⅠ② 2通 6 兼1 オルガンⅠ② 2通 6 兼1

オルガンⅠ③ 3通 6 兼1 オルガンⅠ③ 3通 6 兼1

オルガンⅠ④ 4通 6 兼1 オルガンⅠ④ 4通 6 兼1

オルガンⅡ① 1通 2 兼1 オルガンⅡ① 1通 2 兼1

オルガンⅡ② 2通 2 兼1 オルガンⅡ② 2通 2 兼1

オルガンⅡ③ 3通 2 兼1 オルガンⅡ③ 3通 2 兼1

オルガンⅡ④ 4通 2 兼1 オルガンⅡ④ 4通 2 兼1

電子オルガンⅠ① 1通 6 1 兼12 電子オルガンⅠ① 1通 6 1 兼4

電子オルガンⅠ② 2通 6 1 兼12 電子オルガンⅠ② 2通 6 1 兼2

電子オルガンⅠ③ 3通 6 1 兼12 電子オルガンⅠ③ 3通 6 1 兼2

電子オルガンⅠ④ 4通 6 1 兼12 電子オルガンⅠ④ 4通 6 1 兼2

電子オルガンⅡ① 1通 2 1 兼12 電子オルガンⅡ① 1通 2 0 兼6

電子オルガンⅡ② 2通 2 1 兼12 電子オルガンⅡ② 2通 2 1 兼4

電子オルガンⅡ③ 3通 2 1 兼12 電子オルガンⅡ③ 3通 2 1 兼4

電子オルガンⅡ④ 4通 2 1 兼12 電子オルガンⅡ④ 4通 2 1 兼4

電子オルガンアンサンブル① 1通 2 兼2 電子オルガンアンサンブル① 1通 2 兼2

電子オルガンアンサンブル② 2通 2 兼2 電子オルガンアンサンブル② 2通 2 兼2

電子オルガンアンサンブル③ 3通 2 兼2 電子オルガンアンサンブル③ 3通 2 兼2

電子オルガンアンサンブル④ 4通 2 兼2 電子オルガンアンサンブル④ 4通 2 兼2

電子オルガン演習① 1通 2 1 兼3 電子オルガン演習① 1通 2 0 兼1

電子オルガン演習② 2通 2 1 兼3 電子オルガン演習② 2通 2 0 兼1

電子オルガン演習③ 3通 2 1 兼3 電子オルガン演習③ 3通 2 0 兼1

電子オルガン演習④ 4通 2 1 兼3 電子オルガン演習④ 4通 2 1 兼0

電子楽器研究 2前 2 1 電子楽器研究 2前 2 1

リトミック① 1通 2 兼1 リトミック① 1通 2 1 兼0

リトミック② 2通 2 兼1 リトミック② 2通 2 兼1

ピアノ指導法研究 3通 4 兼1 ピアノ指導法研究 3通 4 1 兼0

ピアノ指導法特論 3通 4 3 2 兼5 ピアノ指導法特論 3通 4 4 3 1 兼3

バレエ音楽演習 1通 2 兼2 バレエ音楽演習 1通 2 兼2

鍵盤演奏表現Ⅰ 1通 2 1 兼5 鍵盤演奏表現Ⅰ 1通 2 1 兼5

鍵盤演奏表現Ⅱ 3通 2 1 兼1 鍵盤演奏表現Ⅱ 3通 2 1 兼1

鍵盤演奏表現Ⅲ 2通 2 1 鍵盤演奏表現Ⅲ 2通 2 1

鍵盤演奏表現Ⅳ 2通 2 兼1 鍵盤演奏表現Ⅳ 2通 2 兼1

海外研修Ⅰ 1・3通 3 4 兼5 海外研修Ⅰ 1・3通 4 1 4 1 兼4

海外研修Ⅱ 2通 3 4 兼5 海外研修Ⅱ 2通 3 3 兼4

海外研修Ⅳ 2通 3 4 兼5 海外研修Ⅳ 2通 3 3 兼4

海外研修Ⅴ 1・3通 3 4 兼5 海外研修Ⅴ 1・3通 3 3 兼4

海外研修Ⅵ 1通 1 兼1 海外研修Ⅵ 1通 1 1 1 1 兼0

海外研修Ⅶ 1通 2 兼1 海外研修Ⅶ 1通 2 1 1 1 兼0

専
門
科
目

専
門
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目
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海外研修Ⅷ 1通 1 兼1 海外研修Ⅷ 1通 1 1 1 1 兼0

海外研修Ⅸ 2通 1 兼1 海外研修Ⅸ 2通 1 1 1 1 兼0

海外研修Ⅹ 2通 1 兼1 海外研修Ⅹ 2通 1 1 1 1 兼0

海外研修Ⅺ 2通 1 兼1 海外研修Ⅺ 2通 1 1 1 1 兼0

海外研修Ⅻ 2通 2 兼1 海外研修Ⅻ 2通 2 1 1 1 兼0

海外研修ⅩⅢ 3通 2 兼1 海外研修ⅩⅢ 3通 2 1 1 1 兼0

海外研修ⅩⅣ 3通 2 兼1 海外研修ⅩⅣ 3通 2 1 1 1 兼0

器楽実技Ⅰ① 1通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅰ① 1通 6 5 0 0 兼15

器楽実技Ⅰ② 2通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅰ② 2通 6 3 0 0 兼8

器楽実技Ⅰ③ 3通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅰ③ 3通 6 3 0 0 兼8

器楽実技Ⅰ④ 4通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅰ④ 4通 6 3 0 0 兼8

器楽実技Ⅱ① 1通 3 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅱ① 1通 3 4 1 0 兼9

器楽実技Ⅱ② 2通 3 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅱ② 2通 3 1 0 0 兼10

器楽実技Ⅱ③ 3通 3 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅱ③ 3通 3 1 0 0 兼10

器楽実技Ⅱ④ 4通 3 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅱ④ 4通 3 1 0 0 兼10

器楽実技Ⅲ① 1通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅲ① 1通 6 0 1 0 兼7

器楽実技Ⅲ② 2通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅲ② 2通 6 0 0 0 兼4

器楽実技Ⅲ③ 3通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅲ③ 3通 6 0 0 0 兼4

器楽実技Ⅲ④ 4通 6 5 1 1 兼65 器楽実技Ⅲ④ 4通 6 0 0 0 兼4

器楽Ⅰ① 1通 6 5 1 1 兼65 器楽Ⅰ① 1通 6 0 0 0 兼23

器楽Ⅰ② 2通 6 5 1 1 兼65 器楽Ⅰ② 2通 6 3 2 0 兼23

器楽Ⅰ③ 3通 6 5 1 1 兼65 器楽Ⅰ③ 3通 6 3 2 0 兼23

器楽Ⅰ④ 4通 6 5 1 1 兼65 器楽Ⅰ④ 4通 6 3 2 0 兼23

器楽Ⅱ① 1通 2 5 1 1 兼65 器楽Ⅱ① 1通 2 0 1 1 兼25

器楽Ⅱ② 2通 2 5 1 1 兼65 器楽Ⅱ② 2通 2 0 1 1 兼25

器楽Ⅱ③ 3通 2 5 1 1 兼65 器楽Ⅱ③ 3通 2 0 1 1 兼25

器楽Ⅱ④ 4通 2 5 1 1 兼65 器楽Ⅱ④ 4通 2 0 1 1 兼25

ヴァイオリンステップアップ① 1通 2 兼2 ヴァイオリンステップアップ① 1通 2 兼2

ヴァイオリンステップアップ② 2通 2 兼2 ヴァイオリンステップアップ② 2通 2 兼2

ヴァイオリンステップアップ③ 3通 2 兼2 ヴァイオリンステップアップ③ 3通 2 兼2

ヴァイオリンステップアップ④ 4通 2 兼2 ヴァイオリンステップアップ④ 4通 2 兼2

合奏Ⅰ① 1通 4 5 1 1 1 兼9 合奏Ⅰ① 1通 4 5 2 1 0 兼11

合奏Ⅰ② 2通 4 5 1 1 1 兼6 合奏Ⅰ② 2通 4 5 1 1 0 兼11

合奏Ⅰ③ 3通 4 5 1 1 1 兼6 合奏Ⅰ③ 3通 4 5 1 1 0 兼11

合奏Ⅰ④ 4通 4 5 1 1 1 兼6 合奏Ⅰ④ 4通 4 5 1 0 0 兼31

合奏Ⅱ 3通 2 兼2 合奏Ⅱ 3通 2 兼2

合奏Ⅲ① 1通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅲ① 1通 2 4 2 0 0 兼35

合奏Ⅲ② 2通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅲ② 2通 2 5 1 0 0 兼31

合奏Ⅲ③ 3通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅲ③ 3通 2 5 1 0 0 兼30

合奏Ⅲ④ 4通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅲ④ 4通 2 5 1 0 0 兼30

合奏Ⅳ① 1通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅳ① 1通 2 5 1 0 0 兼30

合奏Ⅳ② 2通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅳ② 2通 2 5 1 0 0 兼30

合奏Ⅳ③ 3通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅳ③ 3通 2 5 1 0 0 兼30

合奏Ⅳ④ 4通 2 5 1 1 1 兼5 合奏Ⅳ④ 4通 2 5 1 0 0 兼30

室内楽Ⅰ① 1・2通 2 5 1 1 兼9 室内楽Ⅰ① 1・2通 2 3 1 1 0 兼16

室内楽Ⅰ② 2・3通 2 5 1 1 兼9 室内楽Ⅰ② 2・3通 2 3 1 1 0 兼16
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室内楽Ⅱ① 3通 2 6 1 1 兼10 室内楽Ⅱ① 3通 2 3 1 1 0 兼17

室内楽Ⅱ② 4通 2 6 1 1 兼10 室内楽Ⅱ② 4通 2 3 1 1 0 兼17

室内楽実習Ⅰ① 1通 2 5 1 1 兼10 室内楽実習Ⅰ① 1通 2 1 0 0 0 兼2

室内楽実習Ⅰ② 2通 2 5 1 1 兼10 室内楽実習Ⅰ② 2通 2 1 0 0 0 兼2

室内楽実習Ⅰ③ 3通 2 5 1 1 兼10 室内楽実習Ⅰ③ 3通 2 1 1 0 1 0 兼8

室内楽実習Ⅰ④ 4通 2 5 1 1 兼10 室内楽実習Ⅰ④ 4通 2 0 0 0 0 兼1

コンチェルト実習 4通 2 5 1 1 1 兼1 コンチェルト実習 4通 2 6 2 1 0 兼2

コンチェルト実習Ⅰ 4通 2 5 1 1 1 兼1 コンチェルト実習Ⅰ 4通 2 6 2 1 0 兼2

コンチェルト実習Ⅱ 2通 2 5 1 1 1 兼1 コンチェルト実習Ⅱ 2通 2 6 2 1 0 兼2

楽器研究 1前 2 1 兼1 楽器研究 1前 2 5 1 1 0 兼3

指揮法Ⅱ① 3通 2 兼1 指揮法Ⅱ① 3通 2 兼1

指揮法Ⅱ② 4通 2 兼1 指揮法Ⅱ② 4通 2 兼1

声楽Ⅰ① 1通 6 4 2 兼24 声楽Ⅰ① 1通 6 3 2 兼8

声楽Ⅰ② 2通 6 4 2 兼24 声楽Ⅰ② 2通 6 4 2 兼9

声楽Ⅰ③ 3通 6 4 2 兼24 声楽Ⅰ③ 3通 6 4 2 兼9

声楽Ⅰ④ 4通 6 4 2 兼24 声楽Ⅰ④ 4通 6 4 2 兼9

声楽Ⅱ① 1通 2 4 2 兼24 声楽Ⅱ① 1通 2 0 0 兼18

声楽Ⅱ② 2通 2 4 2 兼24 声楽Ⅱ② 2通 2 0 0 兼15

声楽Ⅱ③ 3通 2 4 2 兼24 声楽Ⅱ③ 3通 2 0 0 兼15

声楽Ⅱ④ 4通 2 4 2 兼24 声楽Ⅱ④ 4通 2 0 0 兼15

声楽アンサンブル基礎 2前 1 兼1 声楽アンサンブル基礎 2前・後 1 兼1

ドイツ歌曲① 2前 1 兼1 ドイツ歌曲① 2前 1 兼1

ドイツ歌曲② 3後 1 兼1 ドイツ歌曲② 3後 1 兼1

日本歌曲① 3後 1 兼1 日本歌曲① 3後 1 兼1

日本歌曲② 4前 1 兼1 日本歌曲② 4前 1 兼1

フランス歌曲① 2後 1 兼1 フランス歌曲① 2後 1 兼1

フランス歌曲② 3前 1 兼1 フランス歌曲② 3前 1 兼1

歌うためのイタリア語 1通 2 1 歌うためのイタリア語 1通 2 1

合唱① 1通 2 兼3 合唱① 1通 2 1 兼2

合唱② 2通 2 兼3 合唱② 2通 2 1 兼1

合唱③ 3通 2 兼3 合唱③ 3通 2 1 兼1

合唱④ 4通 2 兼3 合唱④ 4通 2 1 兼1

合唱指導法① 1通 2 兼1 合唱指導法① 1通 2 1 兼0

合唱指導法② 2通 2 兼1 合唱指導法② 2通 2 1 兼0

合唱指導法演習 3通 2 兼1 合唱指導法演習 3通 2 1 兼0

オペラ演習Ⅰ① 1通 2 1 兼1 オペラ演習Ⅰ① 1通 2 0 兼1

オペラ演習Ⅰ② 2通 2 1 兼1 オペラ演習Ⅰ② 2通 2 0 兼1

オペラ演習Ⅰ③ 3通 4 1 1 兼4 オペラ演習Ⅰ③ 3通 4 1 0 兼4

オペラ演習Ⅰ④ 4通 2 1 1 兼2 オペラ演習Ⅰ④ 4通 2 1 0 兼0

オペラ演習Ⅱ 4通 2 1 1 兼2 オペラ演習Ⅱ 4通 2 3 0 兼2

オペラ公演実習 4通 4 1 1 兼2 オペラ公演実習 4通 4 1 0 兼0

指揮法Ⅰ 3通 2 兼2 指揮法Ⅰ 3通 2 1 兼1

パフォーマンス① 1通 1 1 兼1 パフォーマンス① 1通 1 9 7 0 兼20

パフォーマンス② 2通 1 1 兼1 パフォーマンス② 2通 1 9 7 0 兼20

パフォーマンス③ 3通 1 1 兼1 パフォーマンス③ 3通 1 9 7 0 兼20

パフォーマンス④ 4通 1 1 兼1 パフォーマンス④ 4通 1 9 7 0 兼20
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舞台表現演習① 1後 1 1 1 兼2 舞台表現演習① 1後 1 1 0 兼0

舞台表現演習② 2後 1 1 1 兼2 舞台表現演習② 2後 1 1 0 兼0

舞台表現演習③ 3後 1 1 1 兼2 舞台表現演習③ 3後 1 1 0 兼0

ジャズ実技Ⅰ① 1通 6 1 兼13 ジャズ実技Ⅰ① 1通 6 0 兼7

ジャズ実技Ⅰ② 2通 6 1 兼13 ジャズ実技Ⅰ② 2通 6 0 兼7

ジャズ実技Ⅰ③ 3通 6 1 兼13 ジャズ実技Ⅰ③ 3通 6 0 兼7

ジャズ実技Ⅰ④ 4通 6 1 兼13 ジャズ実技Ⅰ④ 4通 6 0 兼7

ジャズアンサンブルⅠ① 1通 2 1 1 兼12 ジャズアンサンブルⅠ① 1通 2 0 0 兼14

ジャズアンサンブルⅠ② 2通 2 1 1 兼12 ジャズアンサンブルⅠ② 2通 2 0 0 兼14

ジャズアンサンブルⅠ③ 3通 2 1 1 兼12 ジャズアンサンブルⅠ③ 3通 2 0 0 兼14

ジャズアンサンブルⅠ④ 4通 2 1 1 兼12 ジャズアンサンブルⅠ④ 4通 2 0 0 兼14

ジャズアンサンブルⅡ① 1通 2 1 1 兼3 ジャズアンサンブルⅡ① 1通 2 0 0 兼13

ジャズアンサンブルⅡ② 2通 2 1 1 兼3 ジャズアンサンブルⅡ② 2通 2 0 0 兼13

ジャズアンサンブルⅡ③ 3通 2 1 1 兼3 ジャズアンサンブルⅡ③ 3通 2 0 0 兼13

ジャズアンサンブルⅡ④ 4通 2 1 1 兼3 ジャズアンサンブルⅡ④ 4通 2 0 0 兼13

ジャズ演奏法① 1通 2 1 兼8 ジャズ演奏法① 1通 2 0 兼6

ジャズ演奏法② 2通 2 1 兼8 ジャズ演奏法② 2通 2 0 兼6

ジャズ演奏法③ 3通 2 1 兼8 ジャズ演奏法③ 3通 2 0 兼2

ジャズ演奏法④ 4通 2 1 兼8 ジャズ演奏法④ 4通 2 0 兼2

ジャズコンポジション① 2通 4 兼1 ジャズコンポジション① 2通 4 兼1

ジャズコンポジション② 3通 4 兼1 ジャズコンポジション② 3通 4 兼1

ポピュラー実技Ⅰ① 1・3通 6 1 兼30 ポピュラー実技Ⅰ① 1・3通 6 1 兼11

ポピュラー実技Ⅰ② 2・4通 6 1 兼30 ポピュラー実技Ⅰ② 2・4通 6 1 兼7

ポピュラー実技Ⅰ③ 3通 6 1 兼30 ポピュラー実技Ⅰ③ 3通 6 1 兼7

ポピュラー実技Ⅰ④ 4通 6 1 兼30 ポピュラー実技Ⅰ④ 4通 6 1 兼7

ポピュラーアンサンブル① 1・3通 2 1 1 兼6 ポピュラーアンサンブル① 1・3通 2 1 0 兼2

ポピュラーアンサンブル② 2・4通 2 1 1 兼6 ポピュラーアンサンブル② 2・4通 2 1 0 兼2

ポピュラーアンサンブル③ 3通 4 1 1 兼6 ポピュラーアンサンブル③ 3通 4 1 0 兼2

ポピュラーアンサンブル④ 4通 4 1 1 兼6 ポピュラーアンサンブル④ 4通 4 0 0 兼3

ポピュラー作曲・編曲法① 1・2通 4 兼4 ポピュラー作曲・編曲法① 1・2通 4 兼3

ポピュラー作曲・編曲法② 2・3通 4 兼4 ポピュラー作曲・編曲法② 2・3通 4 兼3

ポピュラー作曲・編曲法③ 3通 4 兼4 ポピュラー作曲・編曲法③ 3通 4 兼1

ポピュラー作曲・編曲法④ 4通 4 兼4 ポピュラー作曲・編曲法④ 4通 4 兼1

ポピュラー演奏法① 1通 2 1 兼15 ポピュラー演奏法① 1通 2 1 兼7

ポピュラー演奏法② 2通 2 1 兼15 ポピュラー演奏法② 2通 2 0 兼5

ポピュラー演奏法③ 3通 2 1 兼15 ポピュラー演奏法③ 3通 2 0 兼5

ポピュラー演奏法④ 4通 2 1 兼15 ポピュラー演奏法④ 4通 2 0 兼6

ポピュラー・ジャズピアノⅡ① 1通 2 1 兼5 ポピュラー・ジャズピアノⅡ① 1通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ② 2通 2 1 兼5 ポピュラー・ジャズピアノⅡ② 2通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ③ 3通 2 1 兼5 ポピュラー・ジャズピアノⅡ③ 3通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ④ 4通 2 1 兼5 ポピュラー・ジャズピアノⅡ④ 4通 2 0 兼4

インストゥルメンツⅡ① 1・3通 2 1 兼22 インストゥルメンツⅡ① 1・3通 2 1 兼10

インストゥルメンツⅡ② 2・4通 2 1 兼22 インストゥルメンツⅡ② 2・4通 2 0 兼6

ポピュラーヴォーカルⅡ① 1通 2 兼9 ポピュラーヴォーカルⅡ① 1通 2 兼3

ポピュラーヴォーカルⅡ② 2通 2 兼9 ポピュラーヴォーカルⅡ② 2通 2 兼1

サウンドクリエイト① 1通 4 兼1 サウンドクリエイト① 1通 4 兼2

専
門
科
目

専
門
科
目
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サウンドクリエイト② 2通 4 兼1 サウンドクリエイト② 2通 4 兼2

ライブ実習Ⅰ① 2前 1 1 兼1 ライブ実習Ⅰ① 2前 1 1 兼5

ライブ実習Ⅰ② 3前 1 1 兼1 ライブ実習Ⅰ② 3前 1 1 兼5

ライブ実習Ⅱ① 2後 1 1 兼1 ライブ実習Ⅱ① 2後 1 1 兼5

ライブ実習Ⅱ② 3後 1 1 兼1 ライブ実習Ⅱ② 3後 1 1 兼5

コードプログレッション（ベーシック） 1通 4 兼3 コードプログレッション（ベーシック） 1通 4 兼3

コードプログレッション（アドバンス） 1通 4 兼3 コードプログレッション（アドバンス） 1通 4 兼3

イヤートレーニング 1前・後 2 兼1 イヤートレーニング 1前・後 2 兼1

リズムトレーニング 1前・後 1 兼1 リズムトレーニング 1前・後 1 1 兼3

スタジオレコーディング① 2前・後 1 兼3 スタジオレコーディング① 2前・後 1 兼4

スタジオレコーディング② 3前・後 1 兼2 スタジオレコーディング② 3前・後 1 兼2

ダンス 1通 2 兼1 ダンス 1通 2 兼1

ジャズの歴史と作品 1前 2 1 ジャズの歴史と作品 1前 2 0 兼1

卒業ライブ 4後 1 1 兼1 卒業ライブ 4後 1 1 兼4

基本ソルフェージュ① 1通 2 兼10 基本ソルフェージュ① 1通 2 兼9

基本ソルフェージュ② 2通 2 兼10 基本ソルフェージュ② 2通 2 1 兼1

基本ソルフェージュ③ 3通 2 兼10 基本ソルフェージュ③ 3通 2 兼7

聴音・視唱ソルフェージュ① 1通 2 1 2 兼7 聴音・視唱ソルフェージュ① 1通 2 0 1 兼8

聴音・視唱ソルフェージュ② 2通 2 1 2 兼7 聴音・視唱ソルフェージュ② 2通 2 0 1 兼3

聴音・視唱ソルフェージュ③ 3通 2 1 2 兼7 聴音・視唱ソルフェージュ③ 3通 2 0 1 兼6

鍵盤ソルフェージュ① 1通 2 2 兼6 鍵盤ソルフェージュ① 1通 2 0 兼5

鍵盤ソルフェージュ② 2通 2 2 兼6 鍵盤ソルフェージュ② 2通 2 1 兼2

鍵盤ソルフェージュ③ 3通 2 2 兼6 鍵盤ソルフェージュ③ 3通 2 1 兼3

総合ソルフェージュ① 1通 2 兼4 総合ソルフェージュ① 1通 2 1 兼1

総合ソルフェージュ② 2通 2 兼4 総合ソルフェージュ② 2通 2 兼1

総合ソルフェージュ③ 3通 2 兼4 総合ソルフェージュ③ 3通 2 兼2

ハーモニー演習① 1通 2 2 1 兼4 ハーモニー演習① 1通 2 0 1 兼6

ハーモニー演習② 2通 2 2 1 兼4 ハーモニー演習② 2通 2 0 1 兼3

ハーモニー演習③ 3通 2 1 兼1 ハーモニー演習③ 3通 2 0 兼2

音楽基礎演習 1通 2 1 兼4 音楽基礎演習 1通 2 1 兼5

西洋音楽史Ⅰ 1通 4 1 1 兼4 西洋音楽史Ⅰ 1通 4 1 1 兼3

西洋音楽史Ⅱ 2前・後 2 1 1 兼4 西洋音楽史Ⅱ 2前・後 2 2 1 兼0

楽式論Ⅰ 1・2前 2 1 兼1 楽式論Ⅰ 1・2前 2 1 兼1

楽式論Ⅱ 1・2後 2 1 兼1 楽式論Ⅱ 1・2後 2 1 兼1

ポリフォニー演習 1・2・3通 2 1 兼1 ポリフォニー演習 1・2・3通 2 1 兼1

管弦楽概論 2通 4 兼1 管弦楽概論 2通 4 兼1

音楽美学 3通 4 1 1 音楽美学 3通 4 1 1

オペラの歴史と作品 2通 4 1 オペラの歴史と作品 2通 4 1

鍵盤音楽の歴史と作品 1通 4 兼3 鍵盤音楽の歴史と作品 1通 4 兼2

器楽の歴史と作品 2通 4 1 1 兼1 器楽の歴史と作品 2通 4 0 1 兼1

日本音楽概論Ⅰ 2前 2 兼1 日本音楽概論Ⅰ 2前 2 兼1

日本音楽概論Ⅱ 2後 2 兼1 日本音楽概論Ⅱ 2後 2 兼1

民族音楽概論Ⅰ 2前 2 兼1 民族音楽概論Ⅰ 2前 2 兼1

民族音楽概論Ⅱ 2後 2 兼1 民族音楽概論Ⅱ 2後 2 兼1

音楽情報論 3通 4 兼1 音楽情報論 3通 4 兼1

ミュージックビジネスと社会 1前 2 兼1 ミュージックビジネスと社会 1前 2 兼1

専
門
科
目

専
門
科
目
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ライブビジネスと社会 1後 2 兼1 ライブビジネスと社会 1後 2 兼2

演劇の歴史と作品 2前 2 兼1 演劇の歴史と作品 2前 2 兼1

アートマネジメント概論Ⅰ 1前 2 兼2 アートマネジメント概論Ⅰ 1前 2 兼2

アートマネジメント概論Ⅱ 1後 2 兼1 アートマネジメント概論Ⅱ 1後 2 兼1

経営学Ⅰ 2前 2 兼1 経営学Ⅰ 2前 2 兼1

経営学Ⅱ 3前 2 兼1 経営学Ⅱ 3前 2 兼1

芸術関係法規 2後 2 兼1 芸術関係法規 2後 2 兼1

芸術文化と社会Ⅱ 2後 2 兼3 芸術文化と社会Ⅱ 2後 2 兼2

芸術文化環境論 2通 4 兼1 芸術文化環境論 2通 4 兼1

文化政策論Ⅰ 3前 2 兼2 文化政策論Ⅰ 3前 2 兼1

文化政策論Ⅱ 3後 2 兼1 文化政策論Ⅱ 3後 2 兼1

簿記・会計入門 1通 4 兼1 簿記・会計入門 1通 4 兼1

舞台芸術概論 1通 4 兼1 舞台芸術概論 1通 4 兼1

ステージマネージャー演習① 2後 1 兼1 ステージマネージャー演習① 2後 1 兼1

ステージマネージャー演習② 3後 1 兼1 ステージマネージャー演習② 3後 1 兼1

ステージマネージャー演習③ 4後 1 兼1 ステージマネージャー演習③ 4後 1 兼1

舞台機構調整演習 3前 2 兼1 舞台機構調整演習 3前 2 兼1

舞台スタッフ論① 1前 2 兼1 舞台スタッフ論① 1前 2 兼6

舞台スタッフ論② 1後 2 兼1 舞台スタッフ論② 1後 2 兼6

舞台制作概論 1前 2 兼1 舞台制作概論 1前 2 兼1

環境音楽論Ⅰ 3前 2 兼1 環境音楽論Ⅰ 3前 2 兼1

環境音楽論Ⅱ 3後 2 兼1 環境音楽論Ⅱ 3後 2 兼1

音楽心理学 2後 2 兼1 音楽心理学 2後 2 兼1

音楽療法概説 1前 2 兼1 音楽療法概説 1後 2 兼1

社会福祉概論 2前 2 兼1 社会福祉概論 2前 2 兼1

介護概論 2後 2 兼1 介護概論 2後 2 兼1

障がい児教育概論 1後 2 兼1 障がい児教育概論 1前 2 兼1

医学概論 2前 2 兼1 医学概論 2前 2 兼1

発達心理学 1前 2 兼1 発達心理学 1前 2 兼1

日本古典芸能Ⅰ 1前 1 兼1 日本古典芸能Ⅰ 1前 1 兼1

日本古典芸能Ⅱ 1後 1 兼1 日本古典芸能Ⅱ 1後 1 兼2

日本古典芸能Ⅲ 2前 1 兼1 日本古典芸能Ⅲ 2前 1 兼1

ミュージカルの歴史と作品 2後 2 兼1 ミュージカルの歴史と作品 2後 2 兼1

舞踊の歴史と作品 2通 4 兼1 舞踊の歴史と作品 2通 4 兼1

看護学演習 3後 1 兼2 看護学演習 3後 1 兼1

日本伝統音楽演習Ⅰ 3前・後 1 兼5 日本伝統音楽演習Ⅰ 3前・後 1 兼7

日本伝統音楽演習Ⅱ 3前・後 1 兼5 日本伝統音楽演習Ⅱ 3前・後 1 兼3

フィールドインターンシップ① 3通 2 兼2 フィールドインターンシップ① 3通 2 兼2

フィールドインターンシップ② 4通 2 兼2 フィールドインターンシップ② 4通 2 兼2

音楽教育メソッド実践Ⅰ 1通 2 1

音楽教育メソッド実践Ⅱ 2通 2 1

医学一般 2前 2 兼1

ピアノアンサンブル 1通 2 1 兼1

室内楽① 2通 2 兼10

室内楽② 3通 2 兼10

室内楽③ 4通 2 兼10
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声楽伴奏① 2通 2 兼5

声楽伴奏② 3通 2 兼5

声楽伴奏③ 4通 2 兼5

バレエ・ミュージカル伴奏① 2通 2 兼2

バレエ・ミュージカル伴奏② 3通 2 兼2

バレエ・ミュージカル伴奏③ 4通 2 兼2

専
門
科
目
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基礎ゼミ 1通 2 4 10 1 1 0 兼25

哲学 1前 2 兼1

文学 1後 2 兼1

西洋文化史Ⅰ 1前 2 1 0

西洋文化史Ⅱ 1後 2 1 0

日本文化史Ⅰ 1前 2 兼1

日本文化史Ⅱ 1後 2 兼1

美術史Ⅰ 1前 2 兼1

美術史Ⅱ 1後 2 兼1

心理学 1前 2 兼1

心の健康 1後 2 兼1

教育心理学 2前 2 兼1

日本国憲法 1前・後 2 1

経済学 1後 2 兼1

生活と経済 1前 2 兼1

生涯学習概論Ⅰ 1前 2 兼1

ボランティア論 1前 2 兼1

演奏とからだⅠ 1前 2 兼1

演奏とからだⅡ 1後 2 1 兼6

音響学 1前 2 兼1

情報機器演習（基礎） 1前・後 2 兼2

情報機器演習（応用）Ⅰ 1前・後 2 兼1

情報機器演習（応用）Ⅱ 1前・後 2 兼1

博物館概論 1前 2 兼1

図書館概論 1前 2 兼1

キャリアデザイン 2前 1 兼3

芸術特別研究Ⅰ 1通 1 2 3 1 1 0 兼12

芸術特別研究Ⅱ 2通 1 2 3 1 1 0 兼12

音楽活動研究① 1通 1 3 1 兼6

音楽活動研究② 2通 1 3 1 兼6

音楽活動研究③ 3通 1 3 1 兼6

音楽活動研究④ 4通 1 3 1 兼6

体育理論 1前・後 2 兼1

体育実技 1前・後 1 兼2

基礎英語Ⅰ 1通 2 1 兼0

基礎英語Ⅱ 1通 2 0 兼1

初級英語Ⅰ 1通 2 0 兼2

初級英語Ⅱ 1通 2 0 兼1

初級英語Ⅲ 1通 2 0 兼2

初級英語Ⅳ 1通 2 1 兼0

初級英語Ⅴ 1通 2 0 兼2

中級英語Ⅰ 1通 2 0 兼2

中級英語Ⅱ 1通 2 1 兼1

中級英語Ⅲ 1通 2 0 兼1

中級英語Ⅳ 1通 2 0 兼2

中級英語Ⅴ 1通 2 0 兼2

上級英語Ⅰ 1通 2 0 兼1

【平成２９年度】

科目
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上級英語Ⅱ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅲ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅳ 1通 2 0 兼1

上級英語Ⅴ 1通 2 0 兼1

基礎ドイツ語 1通 4 兼4

初級ドイツ語 2通 4 兼4

中級ドイツ語Ⅰ 3通 2 兼1

中級ドイツ語Ⅱ 3通 2 兼1

上級ドイツ語 4通 2 兼1

基礎イタリア語 1通 4 1 兼3

初級イタリア語 2通 4 0 兼3

中級イタリア語Ⅰ 3通 2 0 兼1

中級イタリア語Ⅱ 3通 2 0 兼1

上級イタリア語 4通 2 0 兼1

基礎フランス語 1通 4 兼2

初級フランス語 2通 4 兼2

中級フランス語 3通 2 兼1

上級フランス語 4通 2 兼1

作曲・エレクトロニクス実技① 1通 6 1 2 兼3

作曲・エレクトロニクス実技② 2通 6 1 2 兼3

作曲・エレクトロニクス実技③ 3通 6 1 2 兼3

作曲・エレクトロニクス実技④ 4通 6 1 2 兼3

サウンドプロデュース① 1通 4 0 兼1

サウンドプロデュース② 2通 4 0 兼1

サウンドプロデュース③ 3通 4 0 兼1

サウンドプロデュース④ 4通 4 1 兼1

指揮実技① 1通 6 兼3

指揮実技② 2通 6 兼3

指揮実技③ 3通 6 兼3

指揮実技④ 4通 6 兼3

作曲Ⅱ① 1・3通 2 1 2 兼1

作曲Ⅱ② 2・4通 2 1 2 兼1

作曲Ⅱ③ 3通 2 1 2 兼1

作曲Ⅱ④ 4通 2 1 2 兼1

指揮演習① 1・3通 2 5 1 0 兼2

指揮演習② 2・4通 2 5 1 0 兼2

指揮演習③ 3通 2 5 1 0 兼2

指揮演習④ 4通 2 5 1 0 兼2

スコアリーディングⅠ① 1通 2 0 兼1

スコアリーディングⅠ② 2通 2 兼1

スコアリーディングⅡ 3通 2 兼1

対位法 3通 2 1

ミュージックセオリー（初級） 1通 2 1

ミュージックセオリー（中級） 1通 2 0 兼1

ミュージックセオリー（上級） 1通 2 1

オーケストレーション 3通 4 1 1

作曲・編曲法Ⅰ 3通 2 兼2

専
門
科
目

外
国
語
科
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区分
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配
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次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

作曲・編曲法Ⅱ 3・4通 2 0 兼1

コンピュータ音楽概論 1・2通 4 1 兼2

デジタルミュージック概論 2前 2 1

ポピュラー音楽概論 1・2通 4 兼1

映像の音楽 2前 2 兼1

サウンドデザイン演習 2通 2 1

グラフィックデザイン演習 3通 2 兼1

音楽プログラミング演習 3通 2 兼1

映像制作演習 4通 2 兼1

音楽プロデュース論 3通 4 兼1

スタジオワークス① 3・4通 4 兼1

スタジオワークス② 4通 4 兼1

ソングライティング演習① 1通 2 兼2

ソングライティング演習② 2通 2 兼3

PA演習 2後 2 1

録音制作Ⅰ 1・2前 2 兼1

録音制作Ⅱ 1・2後 2 兼1

録音制作Ⅲ
2前・後
3前・後 2 兼1

ピアノ実技Ⅰ① 1通 9 4 1 1 兼71

ピアノ実技Ⅰ② 2通 9 4 1 1 兼71

ピアノ実技Ⅰ③ 3通 9 4 1 1 兼71

ピアノ実技Ⅰ④ 4通 9 4 1 1 兼71

ピアノ実技Ⅱ① 1通 6 1 兼3

ピアノ実技Ⅱ② 2通 6 1 兼3

ピアノ実技Ⅱ③ 3通 6 1 兼3

ピアノ実技Ⅱ④ 4通 6 1 兼3

ピアノⅠ① 1通 6 4 1 1 兼71

ピアノⅠ② 2通 6 4 1 1 兼71

ピアノⅠ③ 3通 6 4 1 1 兼71

ピアノⅠ④ 4通 6 4 1 1 兼71

ピアノ① 1通 4 4 1 1 兼71

ピアノ② 2通 4 4 1 1 兼71

ピアノ③ 3通 4 4 1 1 兼71

ピアノ④ 4通 4 4 1 1 兼71

ピアノⅡ① 1通 2 4 1 1 兼71

ピアノⅡ② 2通 2 4 1 1 兼71

ピアノⅡ③ 3通 2 4 1 1 兼71

ピアノⅡ④ 4通 2 4 1 1 兼71

ピアノアンサンブル① 1通 2 1 兼1

ピアノアンサンブル② 2通 2 1 兼1

ピアノアンサンブル③ 3通 2 3 1 1 兼15

ピアノアンサンブル④ 4通 2 3 1 1 兼15

アンサンブルⅠ① 1通 2 1 1 兼1

アンサンブルⅠ② 2通 2 1 1 兼1

アンサンブルⅠ③ 3通 2 1 1 兼1

アンサンブルⅠ④ 4通 2 1 1 兼1

アンサンブルⅡ① 1通 2 1 1 兼1

専
門
科
目
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アンサンブルⅡ② 2通 2 1 1 兼1

アンサンブルⅡ③ 3通 2 1 1 兼1

アンサンブルⅡ④ 4通 2 1 1 兼1

伴奏実習基礎 1通 2 兼1

伴奏実習① 2通 1 2 兼5

伴奏実習② 3通 1 2 兼5

伴奏実習③ 4通 1 2 兼5

伴奏法Ⅰ① 1通 2 兼1

伴奏法Ⅰ② 2通 2 兼1

伴奏法Ⅱ 3通 2 兼2

演奏会実習 3・4通 2 1 0 0 1 兼1

演奏会実習Ⅰ 1通 4 1 1 兼1

演奏会実習Ⅰ① 2通 2 5 2 1 0 兼2

演奏会実習Ⅰ② 4通 2 5 2 1 0 兼2

演奏会実習Ⅱ① 1通 4 6 2 1 1 0 兼3

演奏会実習Ⅱ② 2通 4 6 2 1 1 0 兼3

演奏会実習Ⅱ③ 3通 4 1 0 0 1 0 兼1

演奏会実習Ⅱ④ 4通 4 1 0 0 1 0 兼1

演奏会実習Ⅲ 1通 4 1 1 兼1

演奏分析 1通 2 1 1 兼1

演奏解釈 2通 4 5 2 1 兼4

メディア創作演習① 1通 2 兼1

メディア創作演習② 2通 2 兼1

メディア創作演習③ 3通 2 兼1

メディア創作演習④ 4通 2 兼1

インターンシップ 4通 2 1 兼1

指導教材研究 3前・後 2 兼1

指導者基礎Ⅰ 1通 2 兼1

指導者基礎Ⅱ 2通 2 1 兼0

児童心理 2前 2 兼1

卒業演奏 4通 4 1 1 兼1

卒業論文 4通 4 3 1 1 兼2

オルガンⅠ① 1通 6 兼1

オルガンⅠ② 2通 6 兼1

オルガンⅠ③ 3通 6 兼1

オルガンⅠ④ 4通 6 兼1

オルガンⅡ① 1通 2 兼1

オルガンⅡ② 2通 2 兼1

オルガンⅡ③ 3通 2 兼1

オルガンⅡ④ 4通 2 兼1

電子オルガンⅠ① 1通 6 1 兼12

電子オルガンⅠ② 2通 6 1 兼12

電子オルガンⅠ③ 3通 6 1 兼12

電子オルガンⅠ④ 4通 6 1 兼12

電子オルガンⅡ① 1通 2 1 兼12

電子オルガンⅡ② 2通 2 1 兼12

電子オルガンⅡ③ 3通 2 1 兼12

専
門
科
目
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電子オルガンⅡ④ 4通 2 1 兼12

電子オルガンアンサンブル① 1通 2 兼2

電子オルガンアンサンブル② 2通 2 兼2

電子オルガンアンサンブル③ 3通 2 兼2

電子オルガンアンサンブル④ 4通 2 兼2

電子オルガン演習① 1通 2 0 兼1

電子オルガン演習② 2通 2 0 兼1

電子オルガン演習③ 3通 2 0 兼1

電子オルガン演習④ 4通 2 1 兼0

電子楽器研究 2前 2 1

リトミック① 1通 2 兼1

リトミック② 2通 2 兼1

ピアノ指導法研究 3通 4 1 兼0

ピアノ指導法特論 3通 4 3 2 1 兼4

バレエ音楽演習 1通 2 兼2

鍵盤演奏表現Ⅰ 1通 2 0 兼5

鍵盤演奏表現Ⅱ 3通 2 1 兼1

鍵盤演奏表現Ⅲ 2通 2 1

鍵盤演奏表現Ⅳ 2通 2 兼1

海外研修Ⅰ 1・3通 3 1 3 兼5

海外研修Ⅱ 2通 3 3 兼4

海外研修Ⅳ 2通 3 3 兼4

海外研修Ⅴ 1・3通 3 3 兼4

海外研修Ⅵ 1通 1 1 1 兼1

海外研修Ⅶ 1通 2 1 1 兼1

海外研修Ⅷ 1通 1 1 1 兼1

海外研修Ⅸ 2通 1 1 1 兼1

海外研修Ⅹ 2通 1 1 1 兼1

海外研修Ⅺ 2通 1 1 1 兼1

海外研修Ⅻ 2通 2 1 1 兼1

海外研修ⅩⅢ 3通 2 1 1 兼1

海外研修ⅩⅣ 3通 2 1 1 兼1

器楽実技Ⅰ① 1通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅰ② 2通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅰ③ 3通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅰ④ 4通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅱ① 1通 3 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅱ② 2通 3 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅱ③ 3通 3 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅱ④ 4通 3 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅲ① 1通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅲ② 2通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅲ③ 3通 6 5 2 1 兼77

器楽実技Ⅲ④ 4通 6 5 2 1 兼77

器楽Ⅰ① 1通 6 5 2 1 兼77

器楽Ⅰ② 2通 6 5 2 1 兼77

器楽Ⅰ③ 3通 6 5 2 1 兼77

専
門
科
目
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器楽Ⅰ④ 4通 6 5 2 1 兼77

器楽Ⅱ① 1通 2 5 2 1 兼77

器楽Ⅱ② 2通 2 5 2 1 兼77

器楽Ⅱ③ 3通 2 5 2 1 兼77

器楽Ⅱ④ 4通 2 5 2 1 兼77

ヴァイオリンステップアップ① 1通 2 兼2

ヴァイオリンステップアップ② 2通 2 兼2

ヴァイオリンステップアップ③ 3通 2 兼2

ヴァイオリンステップアップ④ 4通 2 兼2

合奏Ⅰ① 1通 4 5 2 1 0 兼10

合奏Ⅰ② 2通 4 5 1 1 0 兼6

合奏Ⅰ③ 3通 4 5 1 1 0 兼6

合奏Ⅰ④ 4通 4 5 1 0 0 兼24

合奏Ⅱ 3通 2 兼2

合奏Ⅲ① 1通 2 4 1 0 0 兼23

合奏Ⅲ② 2通 2 5 1 0 0 兼23

合奏Ⅲ③ 3通 2 5 1 0 0 兼23

合奏Ⅲ④ 4通 2 2 1 0 0 兼23

合奏Ⅳ① 1通 2 2 1 0 0 兼23

合奏Ⅳ② 2通 2 2 1 0 0 兼23

合奏Ⅳ③ 3通 2 2 1 0 0 兼23

合奏Ⅳ④ 4通 2 2 1 0 0 兼23

室内楽Ⅰ① 1・2通 2 3 1 1 0 兼14

室内楽Ⅰ② 2・3通 2 3 1 1 0 兼14

室内楽Ⅱ① 3通 2 3 1 1 0 兼15

室内楽Ⅱ② 4通 2 3 1 1 0 兼15

室内楽実習Ⅰ① 1通 2 5 2 1 0 兼2

室内楽実習Ⅰ② 2通 2 5 2 1 0 兼2

室内楽実習Ⅰ③ 3通 2 5 2 1 0 兼2

室内楽実習Ⅰ④ 4通 2 5 2 1 0 兼2

コンチェルト実習 4通 2 5 2 1 0 兼2

コンチェルト実習Ⅰ 4通 2 5 2 1 0 兼2

コンチェルト実習Ⅱ 2通 2 5 2 1 0 兼2

楽器研究 1前 2 5 1 1 0 兼2

指揮法Ⅱ① 3通 2 兼1

指揮法Ⅱ② 4通 2 兼1

声楽Ⅰ① 1通 6 5 2 兼29

声楽Ⅰ② 2通 6 5 2 兼29

声楽Ⅰ③ 3通 6 5 2 兼29

声楽Ⅰ④ 4通 6 5 2 兼29

声楽Ⅱ① 1通 2 5 2 兼29

声楽Ⅱ② 2通 2 5 2 兼29

声楽Ⅱ③ 3通 2 5 2 兼29

声楽Ⅱ④ 4通 2 5 2 兼29

声楽アンサンブル基礎 2前 1 兼1

ドイツ歌曲① 2前 1 兼1

ドイツ歌曲② 3後 1 兼1

専
門
科
目
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日本歌曲① 3後 1 兼1

日本歌曲② 4前 1 兼1

フランス歌曲① 2後 1 兼1

フランス歌曲② 3前 1 兼1

歌うためのイタリア語 1通 2 1

合唱① 1通 2 兼3

合唱② 2通 2 兼2

合唱③ 3通 2 兼2

合唱④ 4通 2 兼2

合唱指導法① 1通 2 兼1

合唱指導法② 2通 2 兼1

合唱指導法演習 3通 2 兼1

オペラ演習Ⅰ① 1通 2 0 兼1

オペラ演習Ⅰ② 2通 2 0 兼1

オペラ演習Ⅰ③ 3通 4 0 0 兼4

オペラ演習Ⅰ④ 4通 2 1 0 兼1

オペラ演習Ⅱ 4通 2 2 0 兼3

オペラ公演実習 4通 4 0 0 兼1

指揮法Ⅰ 3通 2 兼2

パフォーマンス① 1通 1 1 兼1

パフォーマンス② 2通 1 1 兼1

パフォーマンス③ 3通 1 1 兼1

パフォーマンス④ 4通 1 1 兼1

舞台表現演習① 1後 1 1 0 兼1

舞台表現演習② 2後 1 1 0 兼1

舞台表現演習③ 3後 1 1 0 兼1

ジャズ実技Ⅰ① 1通 6 1 兼17

ジャズ実技Ⅰ② 2通 6 1 兼17

ジャズ実技Ⅰ③ 3通 6 1 兼17

ジャズ実技Ⅰ④ 4通 6 1 兼17

ジャズアンサンブルⅠ① 1通 2 1 0 兼13

ジャズアンサンブルⅠ② 2通 2 1 0 兼13

ジャズアンサンブルⅠ③ 3通 2 1 0 兼13

ジャズアンサンブルⅠ④ 4通 2 1 0 兼13

ジャズアンサンブルⅡ① 1通 2 1 0 兼14

ジャズアンサンブルⅡ② 2通 2 1 0 兼14

ジャズアンサンブルⅡ③ 3通 2 1 0 兼14

ジャズアンサンブルⅡ④ 4通 2 1 0 兼14

ジャズ演奏法① 1通 2 0 兼7

ジャズ演奏法② 2通 2 0 兼2

ジャズ演奏法③ 3通 2 0 兼2

ジャズ演奏法④ 4通 2 0 兼2

ジャズコンポジション① 2通 4 兼1

ジャズコンポジション② 3通 4 兼1

ポピュラー実技Ⅰ① 1・3通 6 1 兼31

ポピュラー実技Ⅰ② 2・4通 6 1 兼31

ポピュラー実技Ⅰ③ 3通 6 1 兼31

専
門
科
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ポピュラー実技Ⅰ④ 4通 6 1 兼31

ポピュラーアンサンブル① 1・3通 2 1 0 兼1

ポピュラーアンサンブル② 2・4通 2 1 0 兼2

ポピュラーアンサンブル③ 3通 4 1 0 兼2

ポピュラーアンサンブル④ 4通 4 0 0 兼3

ポピュラー作曲・編曲法① 1・2通 4 兼3

ポピュラー作曲・編曲法② 2・3通 4 兼3

ポピュラー作曲・編曲法③ 3通 4 兼1

ポピュラー作曲・編曲法④ 4通 4 兼1

ポピュラー演奏法① 1通 2 1 兼5

ポピュラー演奏法② 2通 2 0 兼6

ポピュラー演奏法③ 3通 2 1 兼5

ポピュラー演奏法④ 4通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ① 1通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ② 2通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ③ 3通 2 0 兼4

ポピュラー・ジャズピアノⅡ④ 4通 2 0 兼4

インストゥルメンツⅡ① 1・3通 2 0 兼6

インストゥルメンツⅡ② 2・4通 2 1 兼6

ポピュラーヴォーカルⅡ① 1通 2 兼2

ポピュラーヴォーカルⅡ② 2通 2 兼2

サウンドクリエイト① 1通 4 兼2

サウンドクリエイト② 2通 4 兼2

ライブ実習Ⅰ① 2前 1 1 兼3

ライブ実習Ⅰ② 3前 1 1 兼3

ライブ実習Ⅱ① 2後 1 1 兼3

ライブ実習Ⅱ② 3後 1 1 兼3

コードプログレッション（ベーシック） 1通 4 兼3

コードプログレッション（アドバンス） 1通 4 兼3

イヤートレーニング 1前・後 2 兼1

リズムトレーニング 1前・後 1 1 兼2

スタジオレコーディング① 2前・後 1 兼4

スタジオレコーディング② 3前・後 1 兼2

ダンス 1通 2 兼1

ジャズの歴史と作品 1前 2 1

卒業ライブ 4後 1 1 兼1

基本ソルフェージュ① 1通 2 兼7

基本ソルフェージュ② 2通 2 兼7

基本ソルフェージュ③ 3通 2 兼7

聴音・視唱ソルフェージュ① 1通 2 0 1 兼6

聴音・視唱ソルフェージュ② 2通 2 0 1 兼6

聴音・視唱ソルフェージュ③ 3通 2 0 1 兼6

鍵盤ソルフェージュ① 1通 2 1 兼3

鍵盤ソルフェージュ② 2通 2 1 兼3

鍵盤ソルフェージュ③ 3通 2 1 兼3

総合ソルフェージュ① 1通 2 兼2

総合ソルフェージュ② 2通 2 兼2
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総合ソルフェージュ③ 3通 2 兼2

ハーモニー演習① 1通 2 0 1 兼5

ハーモニー演習② 2通 2 0 1 兼2

ハーモニー演習③ 3通 2 0 兼2

音楽基礎演習 1通 2 1 兼4

西洋音楽史Ⅰ 1通 4 1 1 兼3

西洋音楽史Ⅱ 2前・後 2 1 1 兼3

楽式論Ⅰ 1・2前 2 1 兼1

楽式論Ⅱ 1・2後 2 1 兼1

ポリフォニー演習 1・2・3通 2 1 兼1

管弦楽概論 2通 4 兼1

音楽美学 3通 4 1 1

オペラの歴史と作品 2通 4 1

鍵盤音楽の歴史と作品 1通 4 兼2

器楽の歴史と作品 2通 4 1 1 兼1

日本音楽概論Ⅰ 2前 2 兼1

日本音楽概論Ⅱ 2後 2 兼1

民族音楽概論Ⅰ 2前 2 兼1

民族音楽概論Ⅱ 2後 2 兼1

音楽情報論 3通 4 兼1

ミュージックビジネスと社会 1前 2 兼1

ライブビジネスと社会 1後 2 兼2

演劇の歴史と作品 2前 2 兼1

アートマネジメント概論Ⅰ 1前 2 兼2

アートマネジメント概論Ⅱ 1後 2 兼1

経営学Ⅰ 2前 2 兼1

経営学Ⅱ 3前 2 兼1

芸術関係法規 2後 2 兼1

芸術文化と社会Ⅱ 2後 2 兼2

芸術文化環境論 2通 4 兼1

文化政策論Ⅰ 3前 2 兼1

文化政策論Ⅱ 3後 2 兼1

簿記・会計入門 1通 4 兼1

舞台芸術概論 1通 4 兼1

ステージマネージャー演習① 2後 1 兼1

ステージマネージャー演習② 3後 1 兼1

ステージマネージャー演習③ 4後 1 兼1

舞台機構調整演習 3前 2 兼1

舞台スタッフ論① 1前 2 兼5

舞台スタッフ論② 1後 2 兼5

舞台制作概論 1前 2 兼1

環境音楽論Ⅰ 3前 2 兼1

環境音楽論Ⅱ 3後 2 兼1

音楽心理学 2後 2 兼1

音楽療法概説 1前 2 兼1

社会福祉概論 2前 2 兼1

介護概論 2後 2 兼1

専
門
科
目
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【平成２９年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

障がい児教育概論 1後 2 兼1

医学概論 2前 2 兼1

発達心理学 1前 2 兼1

日本古典芸能Ⅰ 1前 1 兼1

日本古典芸能Ⅱ 1後 1 兼2

日本古典芸能Ⅲ 2前 1 兼1

ミュージカルの歴史と作品 2後 2 兼1

舞踊の歴史と作品 2通 4 兼1

看護学演習 3後 1 兼2

日本伝統音楽演習Ⅰ 3前・後 1 兼1

日本伝統音楽演習Ⅱ 3前・後 1 兼1

フィールドインターンシップ① 3通 2 兼2

フィールドインターンシップ② 4通 2 兼2

（注）・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と平成３０年度の表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除し，詰めてください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

専
門
科
目
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学生の履修希望状況により、「西洋文化史Ⅰ｣｢西洋文化史Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授0」に変更。

学生の履修希望状況により、「鍵盤演奏表現Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏解釈」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授3、助教0、兼3」から「教授5、助教1、兼4」に変
更。

学生の履修希望状況により、「指導教材研究｣｢文化政策論Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「1」に変更。

学生の履修希望状況により、「指導者基礎Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「0」に変更。

学生の履修希望状況により、「卒業論文」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助教0、兼3」から「助教1、兼2」に変更。

学生の履修希望状況により、「電子オルガン演習④」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ピアノ指導法研究」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼1」から「准教授1、兼0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「伴奏実習①～③｣｢舞台スタッフ論①②」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「5」に変更。

教育課程の充実を図るため、「伴奏法Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「2」に変更。

学生の履修希望状況により、「演奏会実習」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授9、准教授2、講師1、助教0、兼65」から「教授1、
准教授0、講師0、助教1、兼1」に変更。

学生の履修希望状況により、「演奏会実習Ⅰ①②」の専任教員等の配置を「准教授1、助手1」から「准教授2、助手0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏会実習Ⅱ①②」の専任教員等の配置を「教授5、准教授1、助教0、助手1」から「教授6、准教授2、助教1、助手0」に
変更。

学生の履修希望状況により、「演奏会実習Ⅱ③④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授1、講師1、助教0、助手1、兼3」
から「教授1、准教授0、講師0、助教1、助手0、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「オーケストレーション」の専任教員等の配置を「教授0」から「教授1」に変更。

学生の履修希望状況により、「作曲・編曲法Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「コンピュータ音楽概論｣｢ソングライティング演習①｣｢サウンドクリエイト①②｣｢ライブビジネスと社会｣｢日本古典芸能
Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ピアノ実技Ⅰ①～④｣｢ピアノⅠ①～④｣｢ピアノ①～④｣｢ピアノⅡ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配
置を「助教0、兼65」から「助教1、兼71」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ピアノアンサンブル③④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助教0、兼12」から「助教1、兼15」に変
更。

教育課程の充実を図るため、「アンサンブルⅠ①～④｣｢アンサンブルⅡ①～④｣｢演奏会実習Ⅰ｣｢演奏会実習Ⅲ｣｢演奏分析｣｢卒業演奏｣｢海外研修Ⅵ～Ⅹ
Ⅳ」の専任教員等の配置を「教授0、助教0」から「教授1、助教1」に変更。

STAMPFLI MAGALI兼任講師の就任辞退により、「基礎フランス語｣｢初級フランス語」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「2」に変更。

STAMPFLI MAGALI兼任講師の就任辞退および学生の履修希望状況により、「中級フランス語｣｢上級フランス語」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「1」
に変更。

秋田和久専任教授の就任辞退による職階変更および学生の履修希望状況により、「作曲・エレクトロニクス実技①～④」の専任教員等の配置を「教授2」
から「教授1」に変更。

学生の履修希望状況により、「サウンドプロデュース①～③｣｢電子オルガン演習①～③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、
兼3」から「准教授0、兼1」に変更。

学生の履修希望状況により、「指揮演習①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授6、講師1、兼5」から「教授5、講師0、兼2」
に変更。

秋田和久専任教授の就任辞退による職階変更により、「スコアリーディングⅠ①｣｢ミュージックセオリー（中級）」の専任教員等の配置および兼任・兼
担教員の配置を「教授1、兼0」から「教授0、兼1」に変更。

並木一美兼任講師の就任辞退および学生の履修希望状況により、「中級英語Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「10」から「1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「基礎ドイツ語｣｢初級ドイツ語」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「4」に変更。

亀ヶ谷昌秀兼任講師の就任辞退および学生の履修希望状況により、「中級ドイツ語Ⅰ｣｢中級ドイツ語Ⅱ｣｢上級ドイツ語」の兼任・兼担教員の配置を「2」
から「1」に変更。

学生の履修希望状況により、「基礎イタリア語｣｢ポピュラー作曲・編曲法①②｣｢西洋音楽史Ⅰ｣｢西洋音楽史Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「4」から
「3」に変更。

学生の履修希望状況により、「初級イタリア語」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、兼4」から「教授0、兼3」に変更。

学生の履修希望状況により、「中級イタリア語Ⅰ｣｢中級イタリア語Ⅱ｣｢上級イタリア語」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、兼
4」から「教授0、兼1」に変更。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　

教育課程の充実を図るため、「基礎ゼミ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助教0、助手2、兼24」から「助教1、助手0、兼25」に変
更。

学生の履修希望状況により、「演奏とからだⅡ」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「6」に変更。

学生の履修希望状況により、「情報機器演習（基礎）｣｢合唱②～④｣｢鍵盤音楽の歴史と作品｣｢芸術文化と社会Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「3」から
「2」に変更。

学生の履修希望状況により、「情報機器演習（応用）Ⅰ｣｢情報機器演習（応用）Ⅱ｣｢サウンドプロデュース④」の兼任・兼担教員の配置を「3」から
「1」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノ指導法特論」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助教0、兼5」から「助教1、兼4」に変更。

学生の履修希望状況により、「海外研修Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授0、准教授4」から「教授1、准教授3」に変更。

学生の履修希望状況により、「海外研修Ⅱ｣｢海外研修Ⅳ｣｢海外研修Ⅴ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授4、兼5」から「准教
授3、兼4」に変更。

教育課程の充実を図るため、「器楽実技Ⅰ①～④｣｢器楽実技Ⅱ①～④｣｢器楽実技Ⅲ①～④｣｢器楽Ⅰ①～④｣｢器楽Ⅱ①～④」の専任教員等の配置および兼
任・兼担教員の配置を「准教授1、兼65」から「准教授2、兼77」に変更。

教育課程の充実を図るため、「音楽活動研究①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、准教授0、兼2」から「教授3、准教授
1、兼6」に変更。

並木一美兼任講師の就任辞退および学生の履修希望状況により、「基礎英語Ⅰ｣｢初級英語Ⅳ」の兼任・兼担教員の配置を「10」から「0」に変更。

並木一美兼任講師の就任辞退および学生の履修希望状況により、「基礎英語Ⅱ｣｢初級英語Ⅱ｣｢中級英語Ⅲ｣｢上級英語Ⅰ｣｢上級英語Ⅱ｣｢上級英語Ⅳ｣｢上級
英語Ⅲ｣｢上級英語Ⅴ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼10」から「准教授0、兼1」に変更。

並木一美兼任講師の就任辞退および学生の履修希望状況により、「初級英語Ⅰ｣｢初級英語Ⅲ｣｢初級英語Ⅴ｣｢中級英語Ⅰ｣｢中級英語Ⅳ｣｢中級英語Ⅴ」の専
任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼10」から「准教授0、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「芸術特別研究Ⅰ｣｢芸術特別研究Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授1、講師0、助教0、助手2」から「教授2、講師1、助教1、
助手0」に変更。
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秋田和久専任教授の就任辞退による職階変更および学生の履修希望状況により、「ハーモニー演習①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置
を「教授2、兼4」から「教授0、兼5」に変更。

秋田和久専任教授の就任辞退による職階変更および学生の履修希望状況により、「ハーモニー演習②」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置
を「教授2、兼4」から「教授0、兼2」に変更。

秋田和久専任教授の就任辞退による職階変更および学生の履修希望状況により、「ハーモニー演習③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置
を「教授1、兼1」から「教授0、兼2」に変更。

学生の履修希望状況により、「日本伝統音楽演習Ⅰ｣｢日本伝統音楽演習Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「リズムトレーニング」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼1」から「准教授1、兼2」に変
更。

教育課程の充実を図るため、「スタジオレコーディング①」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「4」に変更。

学生の履修希望状況により、「基本ソルフェージュ①～③」の兼任・兼担教員の配置を「10」から「7」に変更。

秋田和久専任教授の就任辞退による職階変更および学生の履修希望状況により、「聴音・視唱ソルフェージュ①～③」の専任教員等の配置および兼任・
兼担教員の配置を「教授1、准教授2、兼7」から「教授0、准教授1、兼6」に変更。

学生の履修希望状況により、「鍵盤ソルフェージュ①～③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授2、兼6」から「准教授1、兼3」
に変更。

学生の履修希望状況により、「総合ソルフェージュ①～③」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「2」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー演奏法④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼15」から「准教授0、兼4」に変
更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー・ジャズピアノⅡ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、兼5」から「教授0、兼
4」に変更。

学生の履修希望状況により、「インストゥルメンツⅡ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼22」から「准教授0、兼6」に
変更。

学生の履修希望状況により、「インストゥルメンツⅡ②」の兼任・兼担教員の配置を「22」から「6」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラーヴォーカルⅡ①②」の兼任・兼担教員の配置を「9」から「2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ライブ実習Ⅰ①｣｢ライブ実習Ⅰ②｣｢ライブ実習Ⅱ①｣｢ライブ実習Ⅱ②」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「3」に変
更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラーアンサンブル①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助手1、兼6」から「助手0、兼1」に変
更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラーアンサンブル②③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助手1、兼6」から「助手0、兼2」に
変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラーアンサンブル④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、助手1、兼6」から「准教授
0、助手0、兼3」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー作曲・編曲法③④」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「1」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー演奏法①③」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「5」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー演奏法②」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼15」から「准教授0、兼6」に変
更。

教育課程の充実を図るため、「ジャズ実技Ⅰ①～④」の兼任・兼担教員の配置を「13」から「17」に変更。

学生の履修希望状況により、「ジャズアンサンブルⅠ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助手1、兼12」から「助手0、兼13」
に変更。

教育課程の充実を図るため、「ジャズアンサンブルⅡ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助手1、兼3」から「助手0、兼14」に
変更。

学生の履修希望状況により、「ジャズ演奏法①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、兼8」から「教授0、兼7」に変更。

学生の履修希望状況により、「ジャズ演奏法②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、兼8」から「教授0、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ポピュラー実技Ⅰ①～④」の兼任・兼担教員の配置を「30」から「31」に変更。

教育課程の充実を図るため、「室内楽Ⅰ①②」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授0、助手1、兼9」から「教授3、准教授
1、助手0、兼14」に変更。

教育課程の充実を図るため、「室内楽Ⅱ①②」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授6、准教授0、助手1、兼10」から「教授3、准教
授1、助手0、兼15」に変更。

学生の履修希望状況により、「室内楽実習Ⅰ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、助手1、兼10」から「准教授2、助手
0、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「コンチェルト実習｣｢コンチェルト実習Ⅰ｣｢コンチェルト実習Ⅱ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准
教授1、助手1、兼1」から「准教授2、助手0、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「楽器研究」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授0、准教授0、講師0、助手1、兼1」から「教授5、准
教授1、講師1、助手0、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「声楽Ⅰ①～④｣｢声楽Ⅱ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、兼24」から「教授5、兼29」
に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅰ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、助手1、兼9」から「准教授2、助手0、兼10」に
変更。

学生の履修希望状況により、「合奏Ⅰ②③｣｢オペラ演習Ⅰ①②」の専任教員等の配置を「助手1」から「助手0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅰ④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「講師1、助手1、兼6」から「講師0、助手0、兼24」に変
更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、講師1、助手1、兼5」から「教授4、講師0、助手
0、兼23」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ②③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「講師1、助手1、兼5」から「講師0、助手0、兼23」に変
更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ④｣｢合奏Ⅳ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、講師1、助手1、兼5」から「教授
2、講師0、助手0、兼23」に変更。

学生の履修希望状況により、「オペラ演習Ⅰ③」の専任教員等の配置を「准教授1、助手1」から「准教授0、助手0」に変更。

学生の履修希望状況により、「オペラ演習Ⅰ④｣｢舞台表現演習①～③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助手1、兼2」から「助手0、
兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「オペラ演習Ⅱ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、助手1、兼2」から「教授2、助手0、兼3」に
変更。

学生の履修希望状況により、「オペラ公演実習」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、助手1、兼2」から「教授0、助手0、兼1」
に変更。

27



【平成３０年度】

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

教育課程の充実を図るためおよび飯田佐恵兼任講師が専任准教授に就任したため、「鍵盤演奏表現Ⅰ」の専任教員等の配置を「准教授0」から「准教授
1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「海外研修Ⅰ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授3、助教0、兼5」から「准教授4、助教1、兼4」
に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽実技Ⅰ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授2、講師1、兼77」から「准教授0、講師0、兼
15」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽実技Ⅰ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼77」から「教授3、
准教授0、講師0、兼8」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽実技Ⅱ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼77」から「教授4、准教
授1、講師0、兼9」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽実技Ⅱ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼77」から「教授1、
准教授0、講師0、兼10」に変更。

教育課程の充実を図るため、「指導教材研究」の配当年次を「3前・後」から「3後」に変更。

教育課程の充実を図るため、「卒業論文」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼2」から「准教授2、兼1」に変更。

学生の履修希望状況により、「電子オルガンⅠ①｣｢電子オルガンⅡ②～④」の兼任・兼担教員の配置を「12」から「4」に変更。

学生の履修希望状況により、「電子オルガンⅠ②～④」の兼任・兼担教員の配置を「12」から「2」に変更。

学生の履修希望状況により、「電子オルガンⅡ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼12」から「准教授0、兼6」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ピアノ指導法特論」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授3、准教授2、兼4」から「教授4、准教授3、
兼3」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏会実習Ⅰ｣｢演奏会実習Ⅱ④｣｢演奏会実習Ⅲ｣｢演奏分析｣｢卒業演奏｣｢リトミック①｣｢海外研修Ⅵ～ⅩⅣ」の専任教員等
の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼1」から「准教授1、兼0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏会実習Ⅰ①②｣｢コンチェルト実習｣｢コンチェルト実習Ⅰ｣｢コンチェルト実習Ⅱ」の専任教員等の配置を「教授5」から
「教授6」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏会実習Ⅱ①②」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授6、准教授2、兼3」から「教授7、准教授3、
兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏会実習Ⅱ③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、准教授0、講師0、兼1」から「教授7、准教
授3、講師1、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏解釈」の専任教員等の配置を「教授5、准教授2」から「教授4、准教授3」に変更。

飯田佐恵兼任講師が専任准教授に就任したため、「インターンシップ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼1」から「准教
授1、兼0」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、助教1、兼71」から「教授0、助教0、兼4」に変
更。

学生の履修希望状況により、「ピアノ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、准教授1、兼71」から「教授0、准教授0、兼
1」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノⅡ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、兼71」から「教授0、兼60」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ピアノアンサンブル③④」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「18」に変更。

教育課程の充実を図るため、「アンサンブルⅠ①～④｣｢アンサンブルⅡ①～④｣｢伴奏実習①～③｣｢オペラ演習Ⅰ③」の専任教員等の配置を「准教授0」か
ら「准教授1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「演奏会実習」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、准教授0、講師0、兼1」から「教授6、准教授
2、講師1、兼3」に変更。

教育課程の充実を図るため、「デジタルミュージック概論｣｢サウンドデザイン演習｣の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼0」
から「准教授0、兼1」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノ実技Ⅰ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、准教授1、兼71」から「教授1、准教授0、
兼9」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノ実技Ⅰ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、兼71」から「教授3、兼8」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノ実技Ⅱ①～④」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「0」に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノⅠ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授4、准教授1、兼71」から「教授2、准教授2、兼6」
に変更。

学生の履修希望状況により、「ピアノⅠ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「助教1、兼71」から「助教0、兼5」に変更。

学生の履修希望状況により、「作曲・エレクトロニクス実技①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授2、兼3」から「准教授1、兼
2」に変更。

学生の履修希望状況により、「作曲・エレクトロニクス実技②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授2、兼3」から「准教授
1、兼1」に変更。

学生の履修希望状況により、「指揮実技①～④」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「1」に変更。

学生の履修希望状況により、「作曲Ⅱ①」の専任教員等の配置を「准教授2」から「准教授1」に変更。

学生の履修希望状況により、「作曲Ⅱ②～④」の専任教員等の配置を「教授1、准教授2」から「教授0、准教授1」に変更。

学生の履修希望状況により、「オーケストレーション｣｢ポピュラー演奏法③｣｢インストゥルメンツⅡ②」の専任教員等の配置を「准教授1」から「准教授
0」に変更。

佐藤良子兼担講師の辞任により、「音楽活動研究①～④」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「5」に変更。

教育課程の充実を図るため、「体育実技｣｢楽器研究｣｢ポピュラーヴォーカルⅡ①｣｢リズムトレーニング｣｢ハーモニー演習②」の兼任・兼担教員の配置を
「2」から「3」に変更。

教育課程の充実を図るため、「基礎日本語Ⅰ｣｢初級日本語Ⅰ｣｢中級日本語Ⅳ」の科目を新たに設置し、専任教員等の配置および兼担・担任教員の配置を
「講師1、兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「基礎日本語Ⅱ｣｢初級日本語Ⅱ｣｢中級日本語Ⅴ｣｢医学一般」の科目を新たに設置し、兼担・担任教員の配置を「1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「中級日本語Ⅰ」の科目を新たに設置し、専任教員等の配置および兼担・担任教員の配置を「講師1、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「中級日本語Ⅱ｣｢中級日本語Ⅲ｣｢中級日本語Ⅵ｣｢中級日本語演習｣｢上級日本語Ⅰ｣｢上級日本語Ⅱ」の科目を新たに設置し、
専任教員等の配置を「講師1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「基礎ゼミ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授10、講師1、兼25」から「准教授12、講師3、兼
20」に変更。

教育課程の充実を図るため、「芸術特別研究Ⅰ｣｢芸術特別研究Ⅱ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授3、講師1、兼12」から
「准教授4、講師2、兼10」に変更。

教育課程の充実を図るため、「PA演習」の配当年次を「2後」から「2前・後」に変更し、専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼
0」から「准教授0、兼1」に変更。
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・ 教育課程の充実を図るため、「聴音・視唱ソルフェージュ①」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「8」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラーヴォーカルⅡ②｣｢総合ソルフェージュ②｣｢看護学演習」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ライブ実習Ⅰ①②｣｢ライブ実習Ⅱ①②」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「5」に変更。

佐山雅弘専任教授が辞任し、兼任講師に就任したため、「ジャズの歴史と作品」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、兼0」から
「教授0、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「卒業ライブ」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「4」に変更。

教育課程の充実を図るため、「基本ソルフェージュ①」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「9」に変更。

学生の履修希望状況により、「基本ソルフェージュ②」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼7」から「准教授1、兼1」に変
更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー実技Ⅰ②～④」の兼任・兼担教員の配置を「31」から「7」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ポピュラーアンサンブル①」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ポピュラー演奏法①」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「7」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ポピュラー演奏法②」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「5」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ポピュラー演奏法④」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「6」に変更。

教育課程の充実を図るため、「インストゥルメンツⅡ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼6」から「准教授1、兼10」に
変更。

佐山雅弘専任教授が辞任し兼任講師として就任したため、および学生の履修希望状況により、「ジャズ実技Ⅰ①～④」の専任教員等の配置および兼任・
兼担教員の配置を「教授1、兼17」から「教授0、兼7」に変更。

佐山雅弘専任教授が辞任し兼任講師として就任したため、「ジャズアンサンブルⅠ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、
兼13」から「教授0、兼14」に変更。

佐山雅弘専任教授が辞任し兼任講師として就任したため、「ジャズアンサンブルⅡ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授1、
兼14」から「教授0、兼13」に変更。

学生の履修希望状況により、「ジャズ演奏法①」の兼任・兼担教員の配置を「7」から「6」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ジャズ演奏法②」の兼任・兼担教員の配置を「2」から「6」に変更。

学生の履修希望状況により、「ポピュラー実技Ⅰ①」の兼任・兼担教員の配置を「31」から「11」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、「合唱指導法①②｣｢合唱指導法演習」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配
置を「教授0、兼1」から「教授1、兼0」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したためおよび教育課程の充実を図るため、「オペラ演習Ⅰ④｣｢舞台表現演習①～③」の兼任・
兼担教員の配置を「1」から「0」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、「オペラ演習Ⅱ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授2、兼3」
から「教授3、兼2」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、「オペラ公演実習」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授0、兼
1」から「教授1、兼0」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、「指揮法Ⅰ」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授0、兼2」から
「教授1、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「パフォーマンス①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授0、准教授0、助手1、兼1」から「教授
9、准教授7、助手0、兼20」に変更。

学生の履修希望状況により、「声楽Ⅰ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、兼29」から「教授4、兼9」に変更。

学生の履修希望状況により、「声楽Ⅱ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、兼29」から「教授0、准教授0、兼18」
に変更。

学生の履修希望状況により、「声楽Ⅱ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、兼29」から「教授0、准教授0、兼
15」に変更。

教育課程の充実を図るため、「声楽アンサンブル基礎」の配当年次を「2前」から「2前・後」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、「合唱①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授0、兼3」から
「教授1、兼2」に変更。

山舘冬樹兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、「合唱②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授0、兼2」か
ら「教授1、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「室内楽Ⅰ①②」の兼任・兼担教員の配置を「14」から「16」に変更。

教育課程の充実を図るため、「室内楽Ⅱ①②」の兼任・兼担教員の配置を「15」から「17」に変更。

学生の履修希望状況により、「室内楽実習Ⅰ①②」の専任教員等の配置を「教授5、准教授2、講師1」から「教授1、准教授0、講師0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「室内楽実習Ⅰ③」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、助教0、兼2」から「教授
1、准教授1、講師0、助教1、兼8」に変更。

学生の履修希望状況により、「室内楽実習Ⅰ④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼2」から「教授0、准教
授0、講師0、兼1」に変更。

学生の履修希望状況により、「声楽Ⅰ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、兼29」から「教授3、兼8」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅰ②③」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「11」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅰ④」の兼任・兼担教員の配置を「24」から「31」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼23」から「准教授2、兼35」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ②」の兼任・兼担教員の配置を「23」から「31」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ③」の兼任・兼担教員の配置を「23」から「30」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅲ④｣｢合奏Ⅳ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授2、兼23」から「教授5、兼30」に変
更。

学生の履修希望状況により、「器楽実技Ⅲ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼77」から「教授0、准教
授1、講師0、兼7」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽実技Ⅲ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼77」から「教授0、
准教授0、講師0、兼4」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽Ⅰ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、講師1、兼77」から「教授0、准教授0、
講師0、兼23」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽Ⅰ②～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、講師1、兼77」から「教授3、講師0、兼23」
に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽Ⅱ①～④」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「教授5、准教授2、兼77」から「教授0、准教授1、兼
25」に変更。

教育課程の充実を図るため、「合奏Ⅰ①」の兼任・兼担教員の配置を「10」から「11」に変更。
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（注）・  変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。

　　　　変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２８年度開設であれば平成２７年度、平成２９年度開設であれば平成２７年度及び平成２８年度、

　　　　平成３０年度開設であれば平成２７年度から平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

教育課程の充実を図るため、「日本伝統音楽演習Ⅱ」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「3」に変更。

教育課程の充実を図るため、「音楽教育メソッド実践Ⅰ、音楽教育メソッド実践Ⅱ」の科目を新たに設置し、専任教員等の配置を「准教授1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ピアノアンサンブル」の科目を新たに設置し、専任教員等の配置および兼担・担任教員の配置を「教授1、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「室内楽①～③」の科目を新たに設置し、兼担・担任教員の配置を「10」に変更。

教育課程の充実を図るため、「声楽伴奏①～③」の科目を新たに設置し、兼担・担任教員の配置を「兼5」に変更。

教育課程の充実を図るため、「バレエ・ミュージカル伴奏①～③」の科目を新たに設置し、兼担・担任教員の配置を「兼2」に変更。

教育課程の充実を図るため、「音楽基礎演習」の兼任・兼担教員の配置を「4」から「5」に変更。

酒巻和子兼任講師が所属組織変更により専任教授に就任したため、および学生の履修希望状況により、「西洋音楽史Ⅱ」の専任教員等の配置および兼
任・兼担教員の配置を「教授1、兼3」から「教授2、兼0」に変更。

学生の履修希望状況により、「器楽の歴史と作品」の専任教員等の配置を「教授1」から「教授0」に変更。

教育課程の充実を図るため、「音楽療法概説」の配当年次を「1前」から「1後」に変更。

教育課程の充実を図るため、「障がい児教育概論」の配当年次を「1後」から「1前」に変更。

教育課程の充実を図るため、「日本伝統音楽演習Ⅰ」の兼任・兼担教員の配置を「1」から「7」に変更。

学生の履修希望状況により、「聴音・視唱ソルフェージュ②」の兼任・兼担教員の配置を「6」から「3」に変更。

教育課程の充実を図るため、「鍵盤ソルフェージュ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授1、兼3」から「准教授0、兼5」に変
更。

学生の履修希望状況により、「鍵盤ソルフェージュ②」の兼任・兼担教員の配置を「3」から「2」に変更。

飯田佐恵兼任講師が専任准教授に就任したため、「総合ソルフェージュ①」の専任教員等の配置および兼任・兼担教員の配置を「准教授0、兼2」から
「准教授1、兼1」に変更。

教育課程の充実を図るため、「ハーモニー演習①｣｢舞台スタッフ論①②」の兼任・兼担教員の配置を「5」から「6」に変更。

462

[　　0　　] [　　26　　] [　  0  　] [　　26　　]

1 435 0 436 1 461 0

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

（２） 授業科目数
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

436

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

＝ 0

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（４） 廃止科目　（該当なし）

該当なし

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目　（該当なし）

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

未開講の理由，代替措置の有無
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備考

図書・視聴覚資料は蔵
書見直しによる除籍の
ため減少、機器・器具
は機器の故障・入れ替
えにより減少（30）

図書、視聴覚資料は蔵
書見直しによる除籍の
ため減少、機器・器具
は「個人キャレル」設
置により減少（29）

昭和音楽大学・昭和音
楽大学短期大学部全体

閲覧座席数は什器入れ
替えにともない減少
（29）

図書購入費には電子
ｼﾞｬｰﾅﾙ･ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの設
備費（運用ｺｽﾄ含む)を
含む

点 点冊

39〔25〕　

(118,122〔59,068〕)
 (119,298〔59,962〕)
 (118,525〔59,972〕)

（ 39〔25〕）

〔うち外国書〕

102,722

122,960〔61,089〕
 122,046〔61,652〕
 123,496〔62,756〕

1〔 1 〕　

学生納付金以外の維持方法の概要 経常費等補助金、付随事業収入、受取利息・配当金　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 1,500千円 1,500千円 45,000千円

昭和音楽大学・昭和音
楽大学短期大学部全体

校 舎 敷 地

37
33
31

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

新設学部等の名称

室
(４) 専任教員研究室

電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

室　　　　　　数

音楽学部　音楽芸術表現学科

（　35,681.11㎡） （　　　　　　㎡）

37室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

24,528.48㎡

語学学習施設

22,742.00㎡ ㎡ 22,742.00㎡㎡

（　35,681.11㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

㎡

運動場用地

小　　　計 ㎡

㎡ 623.52㎡

㎡ 35,681.11㎡

1,990千円

第４年次

３　施設・設備の整備状況，経費

専任教員の追加により
増加（30）
専任教員の追加により
増加（29）

㎡ 35,681.11㎡

（　　　　　　㎡）

㎡ 24,528.48㎡

計

㎡

2室

㎡

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

合　　　計

情報処理学習施設講　義　室

2,240千円 1,990千円 －　千円1,990千円 －　千円

250千円

設備購入費

図書購入費

第６年次

22,742千円

0

（ 1 〔 1 〕）
(49,040)
(49,969)
(52,208)

収 納 可 能 冊 数

50,581
52,796
60,392

72
74
81

0

( 81 ) （ 0 ）
(49,040)
(49,969)
(52,208)

( 81 )

1,597  ㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

開設前年度 完成年度

45,000千円

20,678千円

開設年度

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積

－　㎡

経費
の見
積り

学生１人当
り

納付金

(８) 250千円教員１人当り研究費等

区　　分

20,678千円

第５年次第１年次 第２年次 第３年次

20,678千円

該当なし

昭和音楽大学・昭和音
楽大学短期大学部全体

昭和音楽大学・昭和音
楽大学短期大学部全体

(６) 図　　書　　館

　

図
書
・
設
備

(５)

計

39〔25〕　

種

音楽学部
音楽芸術表現

学科

122,960〔61,089〕
 122,046〔61,652〕
 123,496〔62,756〕

280　286

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

(118,122〔59,068〕)
 (119,298〔59,962〕)
 (118,525〔59,972〕)

（ 39〔25〕）

そ　の　他

昭和音楽大学短期大学
部と共用

昭和音楽大学短期大学
部と共用（借用面積
848.46㎡<期間H12～
H32>を含む

実験実習室

125室

完成年度

623.52㎡

23,365.52㎡ ㎡ 23,365.52㎡

㎡ 1,162.96㎡

169室

1,162.96㎡

（補助職員　0人）

0室

（補助職員　0人）

点

（ 0 ）

1〔 1 〕　
50,581
52,796
60,392

72
74
81

（ 1 〔 1 〕）

新設学部等
の名称
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　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成３０年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，

　　　　その理由及び報告年度「（30）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
人

音楽学部

　音楽芸術表現学科 4 175
3年次
35

770 学士
(音楽)

1.01 平成29年度
神奈川県川崎市麻生区上麻
生1-11-1

　音楽芸術運営学科 4 100
3年次
5

410 学士
(芸術)

1.04 平成6年度
神奈川県川崎市麻生区上麻
生1-11-1

　作曲学科 4 － － － 学士
(音楽)

－ 昭和59年度 同上
平成29年度より学
生募集停止

　器楽学科 4 －
3年次
20

－ 学士
(音楽)

－ 昭和59年度 同上 同上

　声楽学科 4 －
3年次
15

－ 学士
(音楽)

－ 昭和59年度 同上 同上

大学院音楽研究科

　音楽芸術専攻
　（博士後期課程）

3 4 － 12

博士
(音楽)

博士
(芸術)

博士
(音楽療法)

0.66 平成26年度
神奈川県川崎市麻生区上麻
生1-11-1

　音楽芸術表現専攻
　（修士課程）

2 18 － 36 修士
(音楽)

2.27 平成23年度 同上

　音楽芸術運営専攻
　（修士課程）

2 6 － 12 修士
(芸術)

1.00 平成9年度 同上

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

音楽科 2 100 － 200

短期大学士
（音楽）

短期大学士
（芸術）

0.90 昭和44年度
神奈川県川崎市麻生区上麻
生1-11-1

・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

・ＡＣ対象学部等については、必ず記入するとともに、下線を引いてください。

４　ＡＣ対象学部等を含む大学等の状況

　昭和音楽大学短期大学部

　昭和音楽大学

※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

平成３０年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，

「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。
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５　教員組織の状況

＜音楽学部　音楽芸術表現学科＞

35～82

～略～

（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（１）ー①担当教員表



（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には，「現在（報告書提出時）の状況」に記入した数字に，教員審査を受審済みであり，

完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに，［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

および，平成３０年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

報告書提出時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告書提出時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで表示されます。

（２） 専任教員数等

（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

10 5

名 名

　（２）－②　専任教員数

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
計

（Ｃ）

1 37
21 12

准教授 講　師 助　教 教　授 准教授教　授
計

（Ｂ）

［6］

31 12 3

講　師 助　教

（20） （10） （1） （0） （31）

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

3 1 37
21

［1］ ［2］ ［2］ ［1］

20 10 1 0

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告書提出時（上
記（Ｂ））の教員
のうち、定年を延
長して採用してい

る教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

教授65歳
准教授62歳
講師他60歳

12 14

歳 名 名

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
37

= 119.35 ％
31

　（２）－⑤　現在（報告書提出時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
12

= 32.43 ％
37
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（３） 専任教員辞任等の理由

84～85

～略～

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

～略～



区 分
未履行事項について

の実施計画

設　置　時

（2016年4月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（2017年2月）

・完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が高いことから、
定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努め
るとともに、教員組織
編制の将来構想につい
て着実に実施するこ
と。

改善意見

教員組織編成の将来構
想などを検討していく
ため学内での審議を開
始した。なお、本件に
関する改善意見は教授
会で報告されている。
（29）

未履行

完成年度以降、教育水
準を維持しつつ、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員の割
合を改善するため、中
堅・若手の教員の一層
の研究時間の確保、研
究発表を行う機会の創
出など、中堅・若手教
員の人材養成をはか
り、積極的に登用して
いく。
（29）

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等 履　行　状　況

未履行

定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員
の割合と、年齢構成が
年代によって偏りがで
ないよう配慮しつつ、
平均年齢が適切となる
よう、教員組織編成の
計画の実施と点検を継
続していく。
（29）

・音楽研究科音楽芸術
専攻（Ｄ）において、
定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員
数の割合が高いことか
ら、定年規程の趣旨を
踏まえた適切な運用に
努めるとともに、教員
組織編成の将来構想を
策定し、着実に実行す
ること。

改善意見

定年規程の趣旨を踏ま
え、完成年度末となる
平成29年3月において、
3名の定年規程に定める
退職年齢を超える専任
教員が退任している。
完成年度までに退任し
た2名を加えれば、開設
時において、完成年度
までに定年規程に定め
る退職年齢を超えるこ
ととなる専任教員8名の
うち、5名が退任したこ
とになる。

また、これらの専任教
員が退任となった後の
教員補充については、
完成年度までの教員組
織編成に関する検討を
踏まえながら年齢構成
を考慮し、40代から50
代の教授および准教授
を中心に行なってい
る。

この結果として、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合については、開設
時には、44.4％を占め
ていたが、平成29年5月
1日現在、36.0％まで低
下している。また、専
任教員の平均年齢につ
いても、開設時には、
60.3歳だったが、平成
29年5月1日現在、59.0
歳まで低下しているな
ど、専任教員の年齢構
成の適正化が数値的に
もあらわれている。
（29）

86



区　　　分
未履行事項について

の実施計画
留　意　事　項　等 履　行　状　況

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（2017年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（2017年2月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（2018年2月）

改善意見

音楽学部作曲学科は平
成29年4月に学生募集を
停止し、改組転換によ
り音楽芸術表現学科を
開設した。

同年5月1日現在、音楽
芸術表現学科の入学定
員超過率は0.98倍とな
り、入学定員の未充足
については改善してい
る。
（29）

履行済

・同一設置者が設置す
る既設学部等（音楽学
部作曲学科）の定員充
足率の平均が０．７倍
未満となっていること
から、学生確保に努め
るとともに、入学定員
の見直しについて検討
すること。

改善意見

音楽学部器楽学科は平
成29年4月に学生募集を
停止し、改組転換によ
り音楽芸術表現学科を
開設した。

同年5月1日現在、音楽
芸術表現学科の入学定
員超過率は0.98倍とな
り、入学定員の超過に
ついては改善してい
る。
（29）

履行済

・同一設置者が設置す
る既設学部等（音楽学
部器楽学科）の入学定
員超過の改善に努める

こと。

改善意見 未履行

定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員
については、教育研究
業績や経歴、学内での
活動等を踏まえ退職時
期を定め、年齢構成の
適正化に努める。新規
で専任教員を採用する
場合は、教育研究業
績、経歴等に優れ本学
の定める就業規則を遵
守できる比較的若い演
奏家、指導者、研究者
等の採用に努める。
今後も定年規程に定め
る退職年齢を超える専
任教員の割合と、年齢
構成が年代によって偏
りがでないよう配慮し
つつ、平均年齢が適切
となるように努めてい
く。
（30）

・音楽学部音楽芸術表
現学科において、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が比較的高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
について検討するこ
と。

87

教員組織編制について
は、二つの視点で改善
を進めている。
一つは、定年規程に定
める退職年齢を超える
専任教員の割合を改善
させることで、設置時
の計画における平成30
年5月1日の割合は35.5%
に対して、現在の平成
30年5月1日の割合は
32.4%とその割合は下
がっており、改善して
いる。
もう一つは平均年齢を
下げることで、開設
時、57.8歳だった専任
教員の平均年齢は、平
成30年5月1日現在、
56.8歳と年齢は下がっ
ており、改善してい
る。
（30）



区　　　分
未履行事項について

の実施計画
留　意　事　項　等 履　行　状　況

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（2018年2月）

　　　　全て記入するとともに，付された意見に対する履行状況等について，具体的に記入してください。

改善意見

教員組織編制について
は、二つの視点で改善
を進めている。
一つは、定年規程に定
める退職年齢を超える
専任教員の割合を改善
させることで、開設
時、44.4%を占めていた
この割合は、平成30年5
月1日現在、39.3%とそ
の割合は下がってお
り、改善している。
もう一つは平均年齢を
下げることで、開設
時、60.3歳だった専任
教員の平均年齢は、平
成30年5月1日現在、
59.4歳と年齢は下がっ
ており、改善してい
る。
（30）

履行済

・音楽研究科音楽芸術
専攻（Ｄ）において、
定年規程に定める退職
年齢を超える専任教員
数の割合が比較的高い
ことから、定年規程の
趣旨を踏まえた適切な
運用に努めるととも
に、教員組織編制の将
来構想について検討す
ること。

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，当該大学に付された意見を

　　　　その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付してください。

　　　・　「履行状況」では，履行途中であれば「未履行」，履行済みであれば「履行済」を選択してください

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　入学者選抜体制

　入学試験の出題・採点委員は、専任教員及び非常勤教員
の中から専門分野ごとに選出し、入試委員会、教授会で審
議したうえで決定している。入試問題は、出題委員がアド
ミッションポリシーに基づいて独自に作成し、厳重に保管
している。入試問題の出題にあたっては、問題作成時およ
び試験前に複数体制でチェックを行っている。

②　取得可能な資格

　音楽芸術表現学科では教職課程、学芸員課程、社会教育
主事課程、司書課程を履修することができる。

７　その他全般的事項

＜音楽学部　音楽芸術表現学科＞

（１） 設置計画変更事項等

ＦＤ

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　　　本学は、学則第4条で規定するFD活動を推進するために必要な事項を、審議・検討・実施する目的で、教授会

　　　　の下にFD委員会を置き、FD活動を行っている。このFD委員会は併設する短大と合同で設置している。

①　平成29年6月開催の「大学入学者選抜・教務関係事項連
絡協議会」での説明を受けて、入学試験における出題ミス
を防止するため、複数体制での入試問題のチェックに加え
て「問題点検委員」を新たに選出し、問題作成者以外の委
員によるチェック体制を作った。この体制により平成30年
度入試における出題ミスはなかった。

②　社会教育主事課程の履修希望者は年々減少しており、
平成29年度新入学生における履修者は3名であった。卒業時
の資格取得者(修了者)においても同様に減少傾向が見ら
れ、履修者の増加が見込めない状況となっている。また、
社会教育主事課程を修了した卒業生のうち、その資格を活
用しているケースがほとんどない状況である。よって、平
成30年度の入学生から社会教育主事課程の募集停止を行う
とともに、今後、履修者がいなくなった時点で廃止とす
る。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　　　　　第2回FD委員会　　1.平成29年度学部・短大・大学院ＦＤ合同研修会に関する件

　　　　　第3回FD委員会　　1.平成29年度学部・短大・大学院ＦＤ合同研修会に関する件

　　　　　第4回FD委員会　　1.平成30年度学部・短大・大学院ＦＤ合同研修会に関する件、2.平成30年度FD年間テーマ

　　　　　　　　　　　　 　について、3.平成29年度「FD報告書」の作成について、4.「学生による授業評価アンケー

　　　　　　　　　　　 　　ト」について

②　実施状況

　　　　　名称：昭和音楽大学・昭和音楽大学短期大学部FD委員会（添付①参照）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）　※平成29年度実績

　　　　　4回実施（委員19名に対し、各回平均15.25名が参加）

　ｃ　委員会の審議事項等　※平成29年度実績

　　　　　第1回FD委員会　　1.「学生による授業評価アンケート」について、2.平成29年度学部・短大ＦＤ合同研修会

　　　　　　　　　　　　　に関する件、3.副科実技の運用について（各部会からのご報告）

　ａ　実施内容　　（併設する短大と合同での開催）

　　・授業方法についての研修会

　　・音楽学部全体の研修会（年2回）

　　・学生による授業評価アンケートの企画、実施、検証
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　　　　本学では、教育課程の専門分野の課題解決や教員の資質の維持向上を図るため、部会・分科会からなる

　　　教学組織を編成している。学部全体で共通となる「FD年間テーマ」に沿って、部会・分科会単位でFD研修会を

　　　開催している。

　　・音楽学部全体の研修会（年2回）

　　　　音楽学部の授業を担当する教員（非常勤講師含む）が一堂に会して行う全体研修会で、平成29年度は4月と9月

　　　に開催した。平成30年度は4月1日に実施し、9月5日にも開催を予定している。※併設大学院、短大と合同開催

　ｂ　実施方法

　　・授業方法についての研修会

　　　作曲部会（①4月1日　参加者：教員11名、②7月12日 参加者：教員13名）

　　　鍵盤楽器部会（①4月1日　参加者：教員61名、②5月19日　参加者：教員53名、③9月6日　参加者：教員41名、

　　　　　　　　　　④12月22日　参加者：教員49名）

　　　弦管打楽器部会(①4月1日 参加者：教員21名、②2月8日 参加者：教員34名）

　　　ジャズ・ポピュラー音楽部会（①4月1日　参加者：教員16名、②7月26日 参加者：教員19名、

　　　　　　　　③8月1日 参加者：教員7名、④8月2日 参加者：教員17名、⑤8月3日 参加者：教員16名、

　　・学生による授業評価アンケートの企画、実施、検証

　　　　学生による授業評価アンケートは音楽学部で開講する科目全てを対象とし、平成29年度は前期講義科目(7月)、

　　　実技科目（12月）、後期・通年講義科目（12月～1月）を実施した。※併設短大と合同開催

　　　　これらの結果を検証するためFD委員会のもとに審議作業部会を設置し、検討を行った。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・授業方法についての研修会（平成29年度FD研修会開催実績）

　　　ソルフェージュ分科会（①6月22日 参加者：教員11名、②6月29日 参加者：教員8名、

　　　　　　　　　　　　　　③7月6日 参加者：教員12名、④10月19日 参加者：教員27名）

　　　基礎ゼミ分科会（①7月20日 参加者：教員37名、②12月28日参加者：教員36名）

　　・音楽学部全体の研修会（年2回）

　　　①平成29年度 第1回音楽学部FD全体研修会（4月1日 参加者：教員237名）※併設大学院、短大と合同開催

　　　②平成29年度 第2回音楽学部FD全体研修会（9月6日 参加者：教員150名）※併設大学院、短大と合同開催

　　　　　　　　⑥2月8日 参加者：教員10名）

　　　声楽部会（①4月1日 参加者：教員33名、②7月21日 参加者：教員3名、③8月1日 参加者：教員22名、

　　　　　　　　④11月15日 参加者：教員24名、⑤11月29日 参加者：教員6名、⑥2月14日 参加者：教員10名）

　　　教養科目分科会（①9月13日 参加者：教員12名）　　芸術特別研究分科会（①7月27日 参加者：教員21名）

　　　外国語分科会（①7月21日 参加者：教員8名）　　　音楽活動研究分科会（①2月21日 参加者：教員10名）

　　　音楽学分科会（①8月1日 参加者：教員14名）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・授業方法について研修会、・音楽学部全体の研修会（年2回）

　　　　FD研修会の実施の際には、参加教員全員に「FD参加報告書」の提出を義務付けている。参加報告書は、参考に

　　　なった点、今後自身の指導に生かせる内容か等を記入してもらい、その結果は集計のうえFD委員会で報告されて

　　　いる。FD参加報告書の内容を基に、次回のFD研修会の内容を検討するPDCAサイクルが確立されている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　　　③平成30年度 第1回音楽学部FD全体研修会（4月1日 参加者：教員229名）※併設大学院、短大と合同開催

　　・学生による授業評価アンケートの企画、実施、検証

　　　①前期講義科目（7月10日～14日　対象科目125、回答率79.9％、満足度 音楽学部全体90.1％）

　　　②実技科目（11月29日　対象科目255、回答率65.0％、満足度 音楽学部全体97.6％）

　　　③後期・通年講義科目（12月22日、1月9日～15日　対象科目680、回答率74.6％、満足度 音楽学部全体94.0％）

　　　④授業評価アンケート審議作業部会（10月5日 委員7名参加、4月19日 委員6名参加）

　　授業評価アンケートの結果と授業改善計画書は、FD委員会のもとに審議作業部会を設置し、内容を確認している。

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　有　　実施時期は上記、開催状況に記載のとおり

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　授業評価アンケートの結果は、FD委員会で検討のうえ、図書館に公開している。また、授業評価アンケートを

　　実施した科目については、当該教員に結果を送り、授業改善計画書の提出を求めている。

　　　授業改善計画書では、結果に対しての所見と、今後の改善策を記載してもらい、授業改善につながっている。
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ＳＤ

①　実施体制

　　　SDは企画広報部企画･IR推進室と総務部人事課が協働し、SD研修実施方針に基づいて実施している。（添付②参照）

②　実施状況

　　・全ての職員を対象とし、年に一回以上開催するSD全体研修会

　　・入職1年目の職員を対象とするSD新人研修会

　　・私立大学を対象に研修を目的とする団体に加入し、その団体が実施する研修プログラムについて入職年数や資格

　　　等級に応じて計画的に実施するSD分野別研修会

　　・学外の団体や大学等が行う研修を含む、知識・技能修得を目的としたSD研修会

　　・専門的な資格取得に関わる研修

　ａ　実施内容　SD研修は4つの柱としている。

　　・職員の持つ能力及び資質を向上させるためのSD研修

　　・職員として必要な知識や技能を修得させるためのSD研修

　　・大学運営に関わる専門的職員を育成するためのSD研修

　　・職員自らの意思による知識や技能修得を目的としたSD研修

　ｂ　実施方法

　　・専門的な資格取得に関わる研修（なし）

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　研修報告には、研修内容のほか、研修が役に立ったか、今後希望する研修内容を記載する項目を作り、SD研修の

　　　PDCAサイクルを循環させ、SD研修の質の向上や新たなSD研修プログラム策定の参考としている。

　ｃ　開催状況（職員の参加状況含む）平成29年度の状況

　　・全ての職員を対象とし、年に一回以上開催するSD全体研修会（9月8日 参加者：職員58名）※併設短大と合同開催

　　・入職1年目の職員を対象とするSD新人研修会（4月3日：参加者2名、4月18日：参加者1名）

　　・私立大学を対象に研修を目的とする団体に加入し、その団体が実施する研修プログラムについて入職年数や資格

　　　等級に応じて計画的に実施するSD分野別研修会および学外の団体や大学等が行う研修を含む、知識・技能修得を

　　　目的としたSD研修会（ＪＭＡ　大学ＳＤフォーラム　平成29年度派遣職員数：延べ35名）

　　　SD研修に参加した職員には、研修報告の提出を義務付けている。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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　　別紙（添付③参照）に記載

② 自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

（３） 自己点検・評価等に関する事項

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

③ 認証評価を受ける計画

・2021年度に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受けるべく学内で検討中

・2019年3月下旬　公表予定

　ｂ　公表方法

・自己点検・評価報告書を作成し、大学ホームページ上に公開予定。

○ 設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表（予定）の有無 （ 有 ・ 無 ）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

「有」にマルを記入した場合のみ，時期を記入してください。

　ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期　　（　2018年8月　）

（注）・　「ａ　ホームページに公表（予定）有無」には，５月１日時点で公表している場合，もしくは，今後公表

する予定の場合は，「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は，「無」にマルを

記入してください。

・ 「ｂ　公表（予定）有の場合の公表（予定）時期」には，「ａ　ホームページに公表（予定）有無」で
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昭和音楽大学・昭和音楽大学短期大学部ＦＤ委員会規程 

（目的） 

第１条  昭和音楽大学（以下、大学という。）及び昭和音楽大学短期大学部（以下、短

大という。）は、大学・短大が同一キャンパスに設置され、共に音楽に関する学術

の中心として設置されていることに鑑み、それぞれの学則第４条で規定するＦＤ活

動を推進するために必要な事項を、審議・検討・実施する目的で、大学・短大の各

教授会（以下、教授会という。）のもとに協同のＦＤ委員会（以下、委員会という。）

を置く。 

（職務） 

第２条 委員会は、次の職務を行う。 

（１）授業内容及び方法等の改善を図るための、研修と研究の企画立案と実施に関

すること。 

（２）教員の資質向上のための研修と研究に関すること。

（３）学生による授業評価アンケートに関すること。

（４）その他ＦＤに関すること。

（構成） 

第３条 委員会の委員は次の各号の者とする。 

（１）委員長 １名 

（２）副委員長 １名（必要に応じて置くことができる） 

（３）委員 若干名 

（４）事務局責任者 1名 

２ 前項の他、委員会には、必要に応じて委員以外の者を出席させることができる。 

（委員長） 

第４条 委員長は大学・短大の専任教員のうちから学長が決定する。 

２ 委員長は委員会を統轄し、委員会において審議された事項について、必要と判

断した場合は、教授会に附議または報告する。 

（副委員長） 

第５条 委員会には必要に応じて副委員長をおくことができる。 

２ 副委員長の選任・委嘱は、前条第 1項に準ずる。 

３ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代行する。 

（事務局責任者） 

第６条 事務局責任者は委員長と連繋し、運営委員会で決定された事項並びに方針につ

いて委員会への提言・連絡を行い、また委員会での審議事項及び決定事項につい

て運営委員会への提言と報告を行うとともに、施策実施面での統率者となる。 

（委員） 
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第７条 委員は大学・短大の専任教員及び事務職員のうちから学長が決定する。 

２ 委員は委員会での審議事項ならびに決定事項について、所属する部会又は部課

への報告を行い、所属する部会等からの要請事項を委員長へ提言する。 

（任期） 

第８条  構成員の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

（招集開催） 

第９条  委員会は委員長が招集して開催する。 

（議事） 

第１０条 委員会は委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

（決議の方法） 

第１１条 委員会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長がこれを

決する。 

（議事録） 

第１２条 委員会の議事は、議事録を作成するものとする。 

（作業部会） 

第１３条 委員会には、委員会の職務のうち特定の分野について審議・遂行する組織とし

て作業部会を置くことができる。 

２  作業部会に関する事項は別に定める。 

（規程の改廃） 

第１４条 この規程の改廃は運営委員会の議を経て学長が行う。 

附 則 この規程は平成２６年４月１日より施行する。 

２  この規程の施行に伴い、昭和音楽大学音楽学部ＦＤ委員会規程及び昭和音楽大

学短期大学部ＦＤ委員会規程は廃止する。 

附 則 この規程は平成２７年４月１日より施行する。 
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昭和音楽大学・昭和音楽大学短期大学部 SD 研修実施方針 

1. 目的

本学は、教育研究活動等を適切に、かつ効果的に運営を図るため、職員に対し必要な知識及び技能を

修得させ、職員の持つ能力及び資質を向上させる取り組みを積極的に推進する SD 研修実施方針を策定す

る。

2. SD 研修の柱

本学の SD 研修は、以下の 4 つを柱とする。

(1)職員の持つ能力及び資質を向上させるための SD 研修

(2)職員として必要な知識や技能を修得させるための SD 研修

(3)大学運営に関わる専門的職員を育成するための SD 研修

(4)職員自らの意思による知識や技能修得を目的とした SD 研修

3. SD 研修の実施方法

上記 4 つの SD 研修は以下の方法で行う。

(1)全ての職員を対象とし、年に一回以上開催する SD 全体研修会

(2)入職 1 年目の職員を対象とする SD 新人研修会

(3)私立大学を対象に研修を目的とする団体に加入し、その団体が実施する研修プログラムについて入職

年数や資格等級に応じて計画的に実施する SD 分野別研修会

(4)学外の団体や大学等が行う研修を含む、知識・技能修得を目的とした SD 研修会

(5)専門的な資格取得に関わる研修

4. SD 研修の PDCA サイクル

SD 研修に参加した職員は、研修報告の提出を義務付ける。研修報告には、研修内容のほか、研修が役

に立ったか、今後希望する研修内容を記載する項目を作り、SD 研修の PDCA サイクルを循環させ、SD

研修の質の向上や新たな SD 研修プログラムの参考とする。 

5. SD 研修の担当

SD 研修は企画・IR 推進室と人事課が協働して担当する。

6. その他

この SD 研修実施方針は平成 28 年 4 月 1 日から適用する。

以 上
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（３） 自己点検・評価等に関する事項

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

平成 29 年 4 月に、昭和音楽大学（以下本学という）音楽学部に、音楽の演奏・創作に関わる

人材の養成と研究を行う、音楽芸術表現学科（入学定員 175 名）を設置した。本学科では、教

授研究の専門領域および養成する人材像に応じて 16 のコースを設置し、学生のニーズに応

じたきめ細やかな教育活動を行っている。

設置に先立って、アドミッション・ポリシーにもとづいて入学試験を適切に実施し、平成 29 年

度は 173 名が入学した。平成 30 年度は志願者 261 名、受験者 259 名、合格者 239 名で、

入学者は 185 名であった。 

 入学者に対しては、入学の直後に履修ガイダンスを行い、本学音楽学部の「人材養成目的」

「カリキュラム・ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」を周知した。また、本学科のカリキュラムの特色

のひとつに、音楽および音楽関連の分野で社会に貢献する社会人に不可欠な基礎的・汎用

的な能力を固め、その上に高度な専門性を築くという、汎用性と専門性のバランスのよさがあ

る。学生の履修登録に際しては、こうしたカリキュラムの特色を活かした履修計画を立てるよう、

1 年生クラスを担任する教員が助言・指導を行っている。 

ガイダンスが完了して後、4 月 6 日に教養科目、外国語科目、専門科目の授業を開始した。

5 月 1 日までに各科目 3〜4 回（曜日による）の授業を、授業計画に沿って実施している。なお、

導入教育として開講した科目「基礎ゼミ」についても、教学組織に基礎ゼミ分科会を設置し、

実施初年度の課題の改善や内容の見直しを行ったうえで、授業計画通りに実施している。

 本学科には音楽（作曲、鍵盤楽器、弦・管・打楽器、声楽、ジャズ・ポピュラー音楽）の創作・

演奏の専門家として活動するために不可欠な、基礎的な素養およびその応用を教授・研究す

ることができる専任教員を配置した。専任教員は、専門分野ごとに教学組織を形成し、科目の

運用や学生の指導にあたっている。また、教学組織間で歩調を整えるために、教学運営組織

を形成し、横の連携をとっている。

FD については、4 月に平成 30 年度初回の研修会を、教員全体ならびに教学組織ごとに実

施した。全体としては 9 月にもう一度実施予定であるほか、部会・分科会からなる教学組織ごと

に年度内に複数回の開催を予定している。

以上、全体として設置の趣旨にもとづいて計画通りに教授研究活動を実施しており、4 年経

過後にはその目的を達することを見込んでいる。

以 上
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